
第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

骨そのものは出土 しておらず,結論付けは類例の増加を待ちたい。

埋上の花粉分析では,木本 と草本の割合がほぼ同じで,木本はハンノキ属・スギ属,草本はイネ科

の割合が高い。植物珪酸体分析では特に黒色粘土シル ト層から栽培種のイネ属が多 く検出され,ク マ

ザサ属の産出も目立つ注68。

5501号土坑 (S K5501,第 145図 )

C地区北側に位置する。平面形は不整形を呈 し,長軸3.44m,深 さ16cmである。浅い落ち込み状の

土坑で,坦土はオリーブ黒色砂質シル ト・黒色砂質シル ト・黄褐色砂等がマーブ″状に混 じる単層で

ある。出土遺物は土師器椀 1点 (翠%)・ 小片多数,中世土師器皿 1点である。

翠身は土師器椀である。口径12.Ocm,器高3.9cm,底 径5。2cmである。体部は内湾して立ち上が り,回

縁部はやや外反する。摩滅のため調整は不明瞭であるが,ロ クロ成形で底部は回転糸切 りである。

5515号土坑 (S K5515,第 121図 )

C地区北側に位置する。平面形は不整形を呈 し,長軸1.88m,短軸1,22m,深 さ28cmで ある。埋土

は暗灰黄色粗砂・黒色砂質ンル トが混 じる黒褐色砂質シル トである。出土遺物は土師器小片 2点,須

恵器杯蓋 1点,瀬戸美濃天目茶椀 1点である。遺物から16世紀の遺構と推定する。

5522号土坑 (S K5522,第 145図 )

C地区北側に位置するЬ平面形は精円形を呈 し,長径68cm,短径56cm,深さ20cmである。埋土はオ

リーブ褐色砂を基調とする単層である。出土遺物は土師器小片 4′点,中世土師器皿 1点 檸
"),珠

洲

奏胴部片 2点,伊万里碗 1点,陶器 1点である。

翠%は中世土師器皿である。日径は約10cmである。体部は大きく開き,日縁部は器厚を増 してやや

外反気味に端部を挽き出す。内面はヨコナデ,外面は口縁部に幅の狭い一段ナデを施 し,底部は無調

整である。

5538号土坑 (S K5538,第 59・ 121。 145図 ,図版61)

C地区北側に位置する。平面形は不整形を呈 し,長軸5。4m,深さ30cmで ある。埋土は黒褐色砂質

シル ト・黒掲色粘土質シル トを基調とする土が薄い層をなして水平堆積する。遺構内の北東部に幅28

cmの溝状の埋土の違いが見られ,別遺構の可能性もある。切 り合いではS D2467・ S D5321に 切られ,

古代の S K5101を 切る。出土遺物は土師器小片多数,須恵器小片 2点,中世土師器皿 6点 (翠%),珠

洲奏 3点である。遺物から15世紀後半～16世紀の遺構と推定される。

翠%は 中世土師器皿である。口径13.9cm,器厚2.5cmで ,約半周分残存する。平底で,外部は大きく

開き,日縁部はやや外反 して端部は上方に小さくつまむ。内面全面にススが付着 し,灯明皿として使

用されたものと考えられる。内面の調整はススのため不明瞭であるが口縁部はヨコナデで,外面は口

縁部は幅の狭いヨコナデ,体部から底部にかけては軽 くナデる。

5635号土坑 (S K5635,第 122・ 205図,図版■3)

C地区北側に位置する。平面形は不整形を呈 し,長軸8.2m,短軸3。4cm,深さ30cmで ある。埋土は

ほぼ水平堆積で,上層は黒褐色砂質シル トを基調とし,下層は黒褐色粘土と黒褐色砂質シル トが互層

となる。出土遺物は珠洲壷・甕・括鉢胴部片各 1点,越中瀬戸小片 1点,伊万里碗 1点,硯 1点 α♂つ

である。切 り合いではS D2457に 切られる。遺物から17世紀以降の遺構と推定される。

汚密は四葉視で,内面に墨痕が残る。凝灰質泥岩で,高嶋硯の可能性が高い。硯面は縁がやや深 く

彫 り込まれており,中世後半のものと考えられる。

注68 第三分冊 自然科学分析 パリノ サージェイ株式会社  「中尾新保谷内選跡の自然科学分析」
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2 遺構と遺物

7242号土坑 (S K7242,第 122・ 182図 ,図版97)

E地区東側に位置する。平面形は円形で,直径56cm,深さ44cmで ある。埋土は上層が黄灰色粘土が

ブロック状に混 じる褐灰色粘土,下層は黒褐色粘土である。出土遺物は円形板 1点 ("")である。

ツ
"は

円形板で,方形の狭 り込みがある。材はスギで,放射性炭素年代は11世紀中頃～12世紀中頃

である酌。

7244号土坑 (S K7244,第 122,145,181図 ,図版47。 97)

E地区東側に位置する。平面形は円形を呈 し,直径72cm,深さ54cmである。埋土は水平堆積で,上

層は褐灰色粘土,中層は黒褐色粘土を基調とし,責灰色粘土が混 じる。下層は黒褐色粘土である。

出土遺物は中世土師器皿 3点 (翠97・ 翠り ,珠洲奏胴部片 1点・悟鉢片 1点,円形板 1点 (ガリ ,曲

物側板 1点,板材,種実 (ト チ)1点である。中世土師器,円形板は下層から,板材は中層の下部か

ら下層にかけて出土 した。遺物から遺構の年代は13世紀と推定する。

孝θπ・翠囲は中世土師器皿である。翠θЯよ口径8.8cm,器厚1.8cmの小皿で,約半周分が残存する。底部

から体部にかけて内湾して立ち上が り,口縁部は端部を残 して内面を押さえるようにナデを施すため
,

端部が内側に肥厚する。口縁部は一段ナデ,底外面は無調整である。Z%は口径約12cmで ,口縁部に

一段ナデを施 し,端部に面を取る。底外面は無調整である。13世紀前半のものである。

"%は
円形板である。他の曲物に比べやや厚みがある。材はスギである。

7256号土坑 (S K7256,第 122・ 201図 )

E地区東側に位置する。平面形は円形を呈 し,直径80cm,深 さ76cmである。埋土は上層に黄灰色粘

上が厚 く堆積 し,中層は褐灰色粘土と炭化物の混 じる黒色粘土がレンズ状に堆積する。下層は灰色粘

土と黒色粘土が水平堆積する。出土遺物は曲物側板 1点,板材 4点 (」勇の で,下層から出土した。

曲物の放射性災素年代は■世紀中頃～13世紀初頭であり・69,遺
構の年代 も同時期と推定する。

胃即は厚さ 3 cmの スギ材で,平面形は山形とする。用途は不明である。

I畑

3号畑 (SN3,第 123図 )

B2地区中央部から南側に位置する。幅22～ 60cm,深 さ4～22cmの畝間溝 (さ く)が並行 している。

畝間溝は東西方向に走 り,真北に対 してほぼ直角となる。埋土は灰黄褐色砂質ロームが混じる黒褐色

粘土質ロームである。切 り合いではS P 1466(SB8)・ S D9291こ切られる。

出土遺物は中世土師器皿 6点である。

4号畑 (SN4,第 123図 )

B3地区北側中央部に位置する。幅16～52cmの 溝状,ま たは途切れて楕円形または円形の土坑状 と

なった畝間溝 (さ く)が並行 している。畝間溝の方向はN-64° 一Eである。埋土はにぶい黄褐色砂

が混じる黄灰色砂質シル トでよく締まっている。切 り合いでは, S D 1292・ S D2055を切る。

遺物は須恵器杯 1点,土師器小片 3点,珠洲甕胴部片 5点 ,古瀬戸小片 1点,中国製染付皿 1点
,

伊万里皿 1点・小片 1点,陶器小片 1点である。切 り合いと遺物から,遺構の時期は近世と推定する。

注ω 第二分冊 自然科学arr 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の波射性炭素年代測定」
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

包含層出土遺物

縄文土器 (第 146図を
"～

5θ′,図版48)

イ
"～

5θ′は深鉢である。孝
"は

回唇部を指で押さえて小波状口縁 とし,器面全外に羽状縄文を施文

する。外面全面と内面下部にススが厚 く付着する。広義の極楽寺式に当てられ,縄文時代前期前葉～

中葉のものである。5"・ 5θ′は小型の深鉢で,か
"は

口径約10cm,5θどは底径約 7 cmで ある。5"は無

文でナデ調整を施 し,内面にススが付着する。かθ′は縄文を施文する。

上師器 (第 146。 152図5レ～刃 /・ δ
"～

πθ,図版54・ 57)

5レイよ鍋である。口縁部は全周の約1/4が残存するが歪んでおり,口径は約40cmで ある。体部は半球

状よりやや扁平で,口縁部はくの字状に折れ,端部は上方へつまみ上げる。口縁部はヨコナデで,体

部外面は下半は平行叩き,上半はカキメを施す。内面は同心円当て具痕をハケメで消 している。胎土

に粗い砂粒を多 く含み,焼成はあまく軟質である。 8世紀のものである。

廟θ♂～5θ」は長胴甕である。口径は5θ♂が17.7cm,う房は約21帥 ,5θ5は約22cmで ある。顎部はくの字

状に折れる。口縁部形態は5θデは外方に面を取 り,5隊は受け口状を呈 し,5θ5は 内側に巻 き込む。5露

は口縁部はロクロナデ,体部外面は縦方向のハケメを施す。5%は ロクロナデで,体部外面にカキメ

を施す。5露・5%は胎土に粗い砂粒を多 く含む。焼成はすべて軟質である。5鉗・5%は 8世紀,5θ5

は 9世紀のものである。

う防は鉄鉢である。口径は15。 6cmで ある。半球状の体部上半から口縁部にかけて内湾 し,端部は尖

り気味になる。内外面にミガキを施す。焼成はやや軟質で,色調は均―でにぶい橙色を呈する。

何Яま有台椀である。貼 り付け高台で,摩減のため調整は不明である。

δ
"～"Я

よ皿である。国径6.8～ 10.Oc14,器高1.6～ 2.3cm,底径3.0～ 4,6cmで ある。口縁部及び内底面

はロクロナデ,底外面は回転糸切 りである。δ露・δ身は口縁部が直線的に開く器形で,口縁部中程に

明瞭な稜を残 してロクロナデし,器形 。法量も似ているが,色調はδ露がにぶい橙色,δ身は浅黄橙色

で,δ露のみ端部に面を取る。δ5例よほtF完形であるが口縁部のススの付着はわずかで,灯明皿として

一度きり使用されたものとみられる。δ5σ・杯7は 回径がやや大きく内湾 して立ち上がる器形で,δ5σ

は回転糸切 りの切 り離し位置がやや低 くなっている。

σ%～σσθは椀である。体部及び内底面はロクロナデ,底外面は回転糸切 りである。δ郎・δ59は器壁

が薄 く,内湾気味に立ち上がる。橙色を呈 し,焼成はあまく軟質である。δσθはほぼ半周分が残存 し,

口径12.3cm,器高3.9cm,底径 5。 7cmで ある。外部は内湾 して立ち上が り,回転糸切 りの切 り離 し位置

がやや低 くなっている。色調は淡黄色を呈する。

黒色土器 (第 146図 5θ∂～Я′,図版53)

5%～Яヱは有台椀である。5%は 口径14.8cm,器厚5.6cm,底径6.Ocmで ある。外面はナデ調整,内面

はミガキで内面のみ黒色処理する。底外面は回転糸切 りで,低めの高台が付 く。5θ9は 内面 ミガキ調

整で黒色処理されるが,摩減のため不明瞭である。底外面は回転糸切 りで,逆台形の高台が付 く。

2θは焼成があまく軟質である。2′ は内外面ミガキで黒色処理する。底外面は回転糸切 りで,低い高

台が付 く。

須恵器 (第 147～ 151図 2ク～δν,図版48～ 52・ 66)

22～νσは杯蓋である。日径は9.8～ 19.5cmに 分布する。器厚の低い扁平なものがほとんどである。

口縁部の形態は断面三角形を呈するものが主合で,小 さく折 り曲げたものも一定量あるが,断面方形

′を,



3 包含層出土遺物

に折 り曲げるものはわずかである。つまみは,男′がボタン状,7」・フイが扁平な擬宝珠状を呈する。

調整は,Я 9～ ν′・厖5'露ヱ。フZは全面ロクロナデ,夕を'肋じはロクロナデ後,頂部に回転ヘラケ

ズリ調整で,νtt νヱ・露ヱ・5奪・ク翠は内面中央に仕上げナデを施す。νFは外面中央にヘラ記号「一」

か。途中で欠損 している。Я孝は内面に薄 く墨痕があり,転用硯 と考えられる。

77～露′は有台杯である。完形のものはなく,小片が多い。法量がわかるものはフグの口径13.Ocm,

器高4,Ocm,底 径9.5cn,5%の 口径10.8cm,器高4.Ocm,底 径6.6cmで ある。5胃は体部下半で外方に強 く

屈曲する器形で,杯以外の器種の可能性もある。調整は,体部はロクロナデ,底外面は回転ヘラ切 り

後無調整のものが多いが,7,は 回転ヘラケズリ調整,55θ ・5δど・σ々 はナデ調整を加える。5るは底

外面中央にヘラ記号「一」か。途中で欠損 している。

″ ～δθ′は無台杯および高台の有無が不明の杯で,用♂・5∂σ・58∂ ・5%。 5%～ 5ク ・σ9∂ が無台杯

である。口径11.0～ 17.Ocm,器 高2.3～4.lcm以上,底径5.0～ 10.4cmに 分布する。ほぼ完形のものは59∂

のみで,他は小片が多い。体部の立ち上が りは直立に近いものから直線的に大きく開くものまであり,

8～ 9世紀の年代幅がある。5%は口径に対する器高の比率が最も低 く浅形で,刃 7・ σθヱは深身であ

る。調整は,体部はロクロナデ,底外面は回転ヘラ切 りで5ク・59∂ は軽 くナデ調整を加える。5クは

底外面にT字状の墨痕があるが,墨書であろうか。58♂ は焼成があまく軟質である。

δν～δ♂びは壷または瓶類である。びν～び
"は

短頸の壼である。σ愕は端面を水平とし,内端部が突

出する。例卜 σ露は外端部を挽き出す口縁形態で,σ
"は

上面に強いナデを施 し,凹線状に窪む。ω/

は端部が外屈 し,やや垂下する。σθ9～ 2′は広口の瓶類である。口縁部はタト屈 し,端部は上方につま

み上げて外方に面を取 り,例′は外屈させた口縁部の内面に稜ができる。αク～ασは長頸の壼または

瓶の頸部で,2を は 2条の沈線をもつ。ασは小型の長頸瓶で,肩が張 り,沈線をもつ。απは長頸瓶

の頸部である。α∂は水瓶で,口縁部は水平に拡張 して端部は外方に面を取 り,口径は4.lcmである。

29は慮である。肩部に沈線をもち,穿孔される。2θは小型の壷である。短頚で,体部は扁平である。

口径5。 5cm,器高3.8cm,底 径6.5cmで ,口縁部及び体部内外面と内底面はロクロナデ,底外面は静止糸

切 りか。内底面と,回縁部から体部外面にかけて自然釉がかかることから,開口した状態で正位で窯

詰めされたものと考えられる。2′～2をは断面方形の突帝が付 く胴部で, 9世紀前半の双耳瓶と考え

られる。物 ～2アは双耳瓶の耳部分である。側縁はヘラで削 り取って成形 した後ナデ調整する。νσ

は胎土に粗い砂粒・礫粒を含む。研8～δテ5は底部で,底径は4.9cm～ 13.4cmで ある。底外面の調整及び

切 り離 し技法は,骸∂は回転ヘラ切 り後ナデ,2針 鉗θ・δ♂7は ナデ調整で切 り離 し技法は不明,鉗ヱ

は回転糸切 りである。ttσは径16.5cmの 脚部で,内端部を突出させる。

何/~-7ヱ ・δ客～π冽よ甕である。αグ～宮ヱは口径約20～ 29cmである。ttπ～δデ9は頸部が外反 して大

きく開き,日縁部は外方に面を取る。ttπ・δ♂9は端部を下方に垂下させ,δヨ∂は上方へ尖らせて端面

を拡張する。7θは口頸部が外傾 し,端面は水平とする。α′は頸部は外反し,口縁部は外方に折 り曲

げて端部をやや垂下させ,上端は摘み上げる。頸部外面は平行叩きをロクロナデで消 している。σ翠∂

は小型のもので口径約16cmで あり,口縁部は外面に折 り返 し縁帯とする。7翠 ～ν/は 同様の縁帯をも

ち,7分 νσは頸部に波状文を施す。宮∂は外方に面を取 り端部は上方に尖らせる。7θは口縁部が外

屈 し端部が尖る。δ5θは口径約19clllで ,肩部は九 く膨み,直立する頸部に外反する口縁部が付 く。口

縁端部は上方へ摘んで挽き上げ,端面を拡張させる。調整は口縁部がロクロナデ,体部外面は平行叩

きとカキメ,体部内面は同心円当て具で上半にカキメを施す。δνは頸部から肩部にかけての破片で
,

同様の調整を施す。σ57は大型の甕で口径約40cmで ある。口縁部は外方に折 り返 して縁帯とし,内端
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部は挽き出して鋭 く尖らせる。

δクは鉢である。日径約31cmで ,体部はややタト傾 し,口縁部は外屈 して端部を丸 く収める。

中世土師器 (第 152図δσヱ～δ88,図版61・ 62)

δσヱ～58∂ は皿で,非ロクロ成形である。δσヱ～σ〃イよ小皿で,回径7.0～ 9.8cm,器高1.4～ 2.4c14で ある。

σ2・ び鉗・σδσ・π 7・ σ℃・σクはほぼ完形である。δσヱ～δδ」は平底気味の底部から短い口縁部カント傾

して立ち上がる。δαは摩滅のため調整不明だが,δ2～σδ歩は回縁部に一段ナデを施 し,底外面は無

調整である。σδび～δσひは器壁が厚 く丸底で,底部から口縁部にかけて内湾する。何πは一段ナデと端

部の面取 りを施すが,他はナデと底部の無調整部分の境が不明瞭である。σ℃～σクは器壁が厚 く平底

で,日縁部は直立気味に屈曲する。日縁部は一段ナデを施 し,底外面は無調整である。σ宥～σるは平

底気味の底部から口縁部がやや外反して立ち上がる。口縁部は一段ナデ,底外面は無調整である。σ%・

び〃は九底で回縁部は内湾気味に引き出し,δ〃は端部がやや外反する。内面はナデ,外面は口縁部に

幅の狭いヨコナデを施 し,底外面は無調整である。

σ密～58∂ は大皿で,口径10.2～ 14.4cm,器 高1.5～ 2.8cmで ある。δ8∂は小片のため口径は不明確であ

る。σ絡は器壁が薄 く,平底気味の底部から口縁部が緩やかに内湾して立ち上がる。内底面中央に直

径 2 111alの 穿孔がある。口縁部は一段ナデで端部に弱 く面取 りし,底外面は無調整である。δでは九底

で,口縁部のヨコナデ幅が広い。内面は見込みに不定方向のナデを施 した後ヨコナデを施す。底外面

は無調整である。δ∂θは平底気味の底部から口縁部がやや外反 して立ち上がる。δ♂′は底部は平底気味

で,口縁部は下半が強 く外反し上半はやや内湾して大きく開く特殊な形態である。外面調整は不明だ

が内面はヨコナデを施す。δ謬・δ留は回縁部が緩やかに内湾 して立ち上がる。δ∂とは平底の底部から

口縁部が外傾 して立ち上が り,日縁端部に面を取る。δ∂5は 回縁部は直立気味に屈曲して立ち上がる。

δ∂び～δ8∂は底部は平底気味で,口縁部はタト傾 してやや長めに引き出す。口縁端部はδ∂び・郎7は摘むよ

うに尖らせ,δ謎は内湾する。内面はヨコナデを施 し滑らかだが,外面口縁部の下半は指頭で粗 く成

形する。

大皿・小皿とも灯明皿として使用されているものがあるが,特に小皿にタール状の灯芯油痕が付着

するものが多い。何併 σ/~9・ σ疹・σ%・ びでは口縁部の一部に,σδ翠・σδ∂・δσ9は 回縁部の広い範囲に,

σ〃は内面全面に,σクは外底面を除 く広い範囲に,び解・δ8∂ は内外面のほぼ全面に付着する。特に

びフは分厚 く付着 している。δ∂δは口縁部の広い範囲に,δ∂′は内面の一部に薄 くススが付着 し,こ れ

らも灯明皿として使用されたと考えられる。

珠洲 (第 153～ 160図δ∂9～ クト %5～郎猛 図版64・ 66～ 69)

δ∂θは椀か。口径は約17cmである。日縁部残存率16%の破片でやや歪みもあり全形は不明だが,器
高が低 く体部が大きく開く形態で,経筒外容器の蓋の可能性もある。内外面ロクロナデである。

δ鉗～2外 25～ %と は悟鉢である。δ鉗～σ男は口径約18～ 20cmの小鉢である。水平口縁で体部及び

口縁部が内湾する① I期に比定され,12世紀後半のものである。δ夕は口径約20cmの小鉢で,水平口

縁の端面に波状文を施す。 13期～Ⅱ期に比定され,12世紀末～13世紀前半のものである。σ9」は口径

約22cmの小鉢で,先細 りする水平口縁で,体部は内湾する。 I期のもの。δ%～χθは口径約18～ 26cm

の小・中鎌で,ωt t δθθ・るりはタト傾口縁,ω/。 δ9ど は水平口縁で,体部はやや内湾する。 I～ Ⅱ期

に比定される。ωグは断面に漆継ぎの痕跡がある。知′～刀5は 口径約27～ 38硼で,内端部が内側に突

出する水平口縁であり, I期 に比定される。χりは口径約30cmの大鉢で,水平口縁であり,口縁部は

内湾する。 I～ Ⅱ期に比定される。で7～ 密♂は口径約32～ 36cmの 大鉢でⅡ期に比定される。で7・

どを5
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℃∂は水平口縁で,体部は内湾し一部に斜位の卸目が確認できる。期∂は口縁部端面に波状文を施す。

で9は内湾する口縁内端を爪状に収め,体部は内湾する。1.2cm幅 に 9目 の細密な原体を用い,口縁端

面と体部内外面に波状文を施す。外面の波状文は 1条だが,内面は波長の異なる数条を縦横に交差さ

せ卸目とする。密θ・密ク・々」は口縁内端を爪状に収め,体部はやや内湾する。ttθ ・密′:密Jは 曲線

文,密クは直線文と曲線文の卸目が施入される。櫛歯原体は知θは2.1硼幅に11日 ,密θは2.Ocm幅 に11目

である。密孝・ 5々1よ 口径約26～ 29cmの 中鉢で日縁部下の器肉がやや薄 く,水平口縁に近い外傾口縁で

ある。 I～ Ⅱ期に比定される。密σ～″劇よ口径約28～ 33cmの大鉢で,口縁内端部を上方に挽 き上げる

外傾口縁で,体部はやや内湾する。卸目は直線文で放射状に施入される。櫛歯原体は密/が 1,9cm幅 に

18日 ,密どが2.4cm幅 に■日,フ′が2.lcm幅 に11日 である。27・ 7%は口径約41～ 46cmの特大鉢で,口

縁内端部を上方に挽き上げる外傾口縁で,体部はやや内湾する。Ⅱ期に比定される。霧9は直線文の

卸目が確認される。フ5～ 密5イよ外傾回縁で端面は平直に仕上げ,体部は直線的に開く形態で,上半部

の器厚はほぼ一定である。Ⅲ期に比定され,13世紀中頃のものである。卸目は直線文で放射状に施入

される。櫛歯原体は蒻例よ2.Ocm幅 に 9日 ,烙フは2.7cm幅に12日 である。杉5は 断面に漆継ぎの痕跡があ

る。2σ ・宥7は 口径約28～ 30cmで ,端面を拡張させた外傾口縁で,Ⅳュ期に比定され,13世紀末～14

世紀初頭のものである。絡σは二次被熱を受けて内面が煤けている。箔∂～窪′は口径約26ィ 32cmの水

平口縁で,Ⅳ l～ Ⅳ2期 に比定され,13世紀末～14世紀中頃のものである。2θの櫛歯原体は2.5cm幅 に

8日 である。密クは水平口縁で端面はやや拡張 し,器壁は厚い。Ⅳ期のもの。密引よ端面の拡張が著 し

い水平口縁で,体部は直線的に開き,卸 日は2.5cm幅 に9日 の原体を用いて口縁部直下から施入される。

Ⅳ3期 に比定され,14世紀後半のものである。2孝 は回径約28cmで ,回縁部は内湾 し,端面は幅が狭

く甲盛 り気味でやや内傾する。口縁部内面に弱い段があり,そ こから卸目が放射状に施入される。原

体は一単位2.3cm幅 に 9日 である。胎土は白色粒を多 く含みざらつきがある。珠洲同様の退元硬質に

焼成されているが,形態や胎土が特殊であることから能登以外の産地で製作された珠洲系陶器の可能

性がある。25～ %″は口径約26～ 40cmで ,端面を拡張させた内傾口縁で,端面には波状文を施す。体

部は直線的に大きく開く。卸日は目の太い原体で密に施入され,笏θは一単位2.7cm幅 に 9日 である。

V期 に比定され,14世紀末～15世紀前半のものである。わじは水平口縁の端面に波状文を施すもので
,

Ⅳ3～ V期 に比定される。紐 ～%割ま口径約24～40cmで ,口縁内端に広い面を取 り,そのうち密σ～

名♂は波状文を施すもので,面取 りの形骸化 したものもある。卸目は日の太い原体で密に施入される。

胎土は粗 く,調整も粗雑である。Ⅵ期に比定され,15世紀中頃のものである。%を は口径約32cmで ,

内端を肥厚,突出させた内傾口縁である。胎土は粗い。Ⅶ期に比定され,15世紀末のものである。

■群 Z♂は底部である。底外面は静止糸切 りで板状圧痕が残るものもあり,力9はハケ状工具でナデ

調整する。名∂は,底部と体部の境界付近を粗 く指押さえするが,粘土接合痕が残る。卸目は曲線文

と直線文を組み合わせるもの,入 り組み技法で放射状に施入するものがある。おどは外面に「□忠力」

の墨書がある。

懇5～

“

θは甕である。口縁部はヨコナデ,体部外面は平行叩きを施 し,内面は円礫による当て具で
,

どレ 。ど
"は

内面にヨコナデで軽 くかきならし調整を加える。絡5・ %σ ・∂θ∂は口縁上部に端部折 り曲

げの際の棒状具による押圧溝が巡る。お5～婢卜 那 /～∂θ9は コの字状に外反する長頸に嘴頭口縁が付

くもので,どθ9は肩が球状に張 り出す。 I期 のものである。%刻よやや短い顎部から水平に挽 き出した

嘴頭口縁で, Ⅱ期に比定される。℃′～々5は くの字状口縁で,口縁部は長めに挽き出され,知ト タタ

は円頭,孵引ま方頭を呈 し,Ⅲ期に比定される。紡 ～どθ♂は平直な方頭のくの字口縁,β班・どθ5は 円

′をび
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頭のくの字口縁,ど
"は

短 く下向きに屈曲する方頭で,Ⅳ期に比定される。

例θ～冽ン・冽δ～ν′・b″ ～郎πは壷である。桝θ。2′ は小重である。pθ は口径約10cmで回縁部は

短 く直立する。例′は肩部に稜をもち櫛目波状文が施入される。 I期のもの。pフ .冽♂はロクロ成形

で,外面に櫛目袈裟樫文を施す。桝率は叩打成形で,交差する4筋の基線の中に×を配 した四方欅文

の装飾原体を用い,下半はその上から鋭利な平行叩きを施す。内面は円礫の当て具痕を残す。 I～ Ⅱ

期のもの。2σ～認′は体部倒卵形の壺で,2σ～29は肩部にブリッジ状の横耳を貼 り付ける四耳壷で

ある。ロクロ成形で,ν′は静止糸切 りである。肩部はなだらかで波状文を施すものが多 く, I期 に

比定される。&イ は口径約1lcmの小壷で,肩が張 り,方頭のくの字回縁を呈する。認5は端部を肥厚さ

せ端面に条溝が巡る国縁形態で,Ⅳ 2期 に比定される。杉 /～ 79・ 郎をは方頭のくの字口縁で協θ・

郎とは内面に条溝が巡る。認θは崩れた方冠状口縁で胎土は粗 く,V期のもの。8形はなだらかな嘴頭

口縁でⅢ～Ⅳ期のもの。8β♂は端面をシャープに仕上げたくの字口縁でⅡ期のもの。認引よ頸部に鋭い

稜をなして押圧溝が巡る方冠頭でV期のもの。ttσは崩れた方頭で上面に押圧溝が巡る。調σ・8′′・

留πは叩打成形壷である。筋び・B♂どは回頸部が直立またはやや外傾 し,外端部を嘴状に挽き出す。認7

は回径約39cmの くの字状口縁で長めの方頭を呈 し,端面には波状文を施すV期のもの。

別σ・β%・ 8%は瓶類である。pσは水瓶である。頚基部に蓮弁座を貼 り付け,肩部に櫛目波状文を

施す。 I期のもの。&閉ま瓶子である。口径8.6cmで ,頚部は弧状に外反し,口縁部は端面を拡張 し外

端部を鋭 く仕上げる。路 も器厚が薄 く,長頚で端部は九 く収める国縁形態で,瓶子か。

中国製白磁 (第 161図話∂～855。 82・ 82,図版71)

認∂～∂ク・クσ～潔グは肉厚の玉縁口縁をもつ碗で,大宰府分類の碗Ⅳ類に相当し,11世紀後半～12

世紀前半のものである。8=∂～8クは口縁部片で,口縁部周辺及び内面はロクロナデ,外面は口縁部直

下から回転ヘラ削 りを施す。ノσ～ν /は底部片で,高台は幅広で浅 く削 り出し,Mπは高台周辺に粗

い削 り痕を残す。見込みに沈線をもつⅣ la類 に相当する。胎土は細かい空洞があってやや粗雑であ

り,%∂・クθ・βク ・潔σ～ン 71ま灰色味の強い灰白色,留9・ ク′は責味を帯びた灰白色を呈する。体

部外面下半から高台周辺は無釉である。

∂どどは内面に櫛目文をもつ碗で,大学府分類の碗 V類 またはⅥ類に相当し,11世紀後半～12世紀前

半のものである。削 り出し高台であり,高台周辺は無釉となる。胎土は細かい空洞があり粗雑で,灰

白色を呈する。

8とJは端反の碗で,大宰府分類の碗V2a類 に相当し,11世紀後半～12世紀前半のものである。胎

土は灰色味の強い灰白色を呈 し,やや粗い。

潔をは口縁部が屈折 して内面に鋭い稜がつ く碗で,大学府分類の碗V4a類 またはⅧ類に相当し,

12世紀中頃～後半のものである。胎土は灰色味の強い灰白色を呈し,やや粗い。

潔9～8露は口縁部が口禿となる皿で,大学府分類の皿Ⅸ類に相当し,13世紀中頃～14世紀初頭のも

のである。潔9は 口径10,4cm,器高3.Om,底径6.Ocmで ,平底であり,Ⅸ lb類 に相当する。85θ～8ν

は口径1lcm前後で,Ⅸ c類に相当する。β留は,日縁部が端反になるⅨ d類に相当する。胎土は灰白

色を呈 し微細な黒色粒を含む。

8影 は中国製か。小杯で,日縁端部は小さく外反し,薄手である。胎土には微細な黒色粒を含む。

855は多角杯で,高台は4箇所を弧状に決 り込み,四足となる。見込みには別個体の四足の重ね焼

き痕が残る。高台周辺は釉を掻 き取る。森田D群 に属 し,14世紀後半～15世紀のものである。

∂σヱ・どνは壺で,口縁部は垂下気味に外方へ折 り曲げる。大学府分類の重Ⅲ類に相当する。

′を7
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中国製青白磁 (第 161図85σ～

“

θ,図版70,71)

85σ～8房は合子蓋で,口径は5.4cm～ 8.Ocmで ある。11世紀後半～12世紀後半のものである。青みを

帯びた釉を全面に施 した後,内面の口縁部の釉を掻 き取 り,外面全面と内面の天丼部に釉が残る。

85σは口縁端部と天丼部の中間に稜をもち,稜から下は釉を掻 き取る。天丼部には型押 しの文様をも

つが,鳥の一部か。訂 /・ ∂謬 は口縁部に細身の蓮弁文を施 し,あπは天丼部にも型押 しの飼蓮弁文が

みられるが,8露 の天丼部の意匠は不明である。859は 合子身で,口径は4.5cmで ある。細身の蓮弁文

を施す。外面に緑色味を帯びた釉を施 し,内面も一部を除いて釉が流れている。

どびθは重蓋である。内外面ロクロナデし,内面中央は回転糸切 りでやや高めに切 り離す。外面中央

は小円状にくぼむが,端部までほぼ平坦で,緑色味を帯びた灰白色の釉を外面にのみ施す。12世紀中

頃～後半のものか。

中国製青磁 (第 162・ 163図 8δデ～899,図版72・ 73)

∂
"～

88θ は碗である。∂鉗・β%～88′ は内面に片彫 りの花文をもち,櫛 目が入るものもある。口縁

部は直口で,腰が張 り,高台は断面四角形で決 りが浅 く底部は肉厚となる。ど何・ど%・ ∂〃 は大学府

分類の龍泉窯系碗 12類に相当し,どお～8∂′は体部の文様が不明確であるため 12～ 4類 としておく。

12世紀中頃～後半のものである。胎土は緻密で灰色味の強い灰白色を呈する。釉は透明なオリーブ灰

色またはオリーブ責色で緑色味を帯びるものが多いが,青味を帯びるもの (∂%・ 慶い もあり,高台

のタト側まで施され,畳付と高台内側は釉剥ぎされる。どδ7～どδσは,内面に片彫りの飛雲文をもつ大宰

府分類の龍泉窯系碗 14類で,そのうち∂σσは口縁部が輪花状で 14b類 と確認される。12世紀中頃

～後半のものである。胎土は緻密で灰色味の強い灰白色を呈する。釉は透明で,緑色味を帯び,高台

の外側まで施釉される。

“

π～ど密・8留 は鏑蓮弁をもち,大宰府分類の龍泉窯系碗Ⅱb類に相当する。

13世紀前半のものである。8解は見込みに幾何学文のスタンプ文を有する。胎土は精緻で,灰色味の

強い灰白色を呈するもの (防 /・ 8δ∂・どで・∂密・胚0,黄味を帯びた灰白色のもの (∂δ∂)がある。

釉は半透明でオリーブ黄色を呈するもの 徹鉗・髭り,半透明でオリーブ灰色を呈するもの 修℃・∂密),

透明度が高くオリーブ灰色を呈するもの (“グ・箭0が ある。どδ9は貫入がある。どクは片彫りで幅広

の蓮弁が施されるが,鏑はない。胎土は淡黄色の粗粒を含む。半濁した灰オリーブ色の釉が薄く施さ

れる。14世紀の大宰府分類の龍泉窯系碗Ⅳ類か。ど宥～∂んは外面にヘラ描きの細蓮弁文をもつ。胎土

はやや粗く,∂密は灰色味の強い灰白色,どるはやや責味を帯びた灰白色を呈する。釉は∂絡・ど々 はオ

リーブ灰色,ど密はにぶい責色を呈し,ど解は半濁している。∂宥は上田分類のBⅢ 類またはBⅣ類 ,

∂惚 。∂るはBⅣ類に相当し,15世紀後半～16世紀初頭のものである。8材は底部破片のため体部の文

様は確認できないが,見込みは無文で圏線をもつ。腰の張る器形で,高台は断面四角形で決りが浅く

底部は肉厚となる。大学府分類の龍泉窯系碗 I類に相当し,12世紀中頃～後半のものである。胎土は

焼成不良のため淡責色を呈し,気泡がやや多い。釉はオリーブ黄色を呈し,高台外側まで施釉する。

高台内側にくずし字の墨書がみられるが字意は不明である。88を は外面に蓮弁文を有し,高台は外端

部を斜めに削り取る。高台内の狭りは深めで粗く,中央に削り残しがある。胎土は黒色細粒と気泡が

多くやや粗い。釉は半透明で,明るい緑味の灰色を呈し,高台内と内底面を円形に釉剥ぎする。上田

分類のBⅡ a類 に相当し,14世紀後半～15世紀前半のものである。認5は見込みに「金玉満堂」のス

タンプがある。高台の決りが浅く底部は肉厚で,大宰府分類の龍泉窯系碗 I類またはⅡa類 に相当し,

12世紀後半～13世紀前半のものである。胎土は緻密で,釉は灰オリーブ色を呈し,畳付の半分まで施

され高台内側は釉剥ぎする。8∂σは口縁部は外反し,端部は肉厚で九く収める。上田分類のDⅡ 類に

′48



第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

相菫し,14世紀後半～15世紀前半のものである。胎土は灰色味の強い灰白色を呈 し,微細な白色粒・

黒色粒を含みやや粗い。釉は半濁 し,オ リーブ灰色を呈する。断面に漆継ぎの痕跡がある。認 /～88θ

は,外面に細かい縦の櫛目文を施す碗で,大学府分類の同安窯系碗 1lb類 に相当し,12世紀中頃～

後半のものである。内面は上位に沈線をめぐらせ,認πではヘラ状の施文具による略化 した花文と
,

櫛によるジグザグ状の点描文がみられる。胎土は緻密で,秘 7・ 88∂ は灰色味が強 く,8∂θは黄味を帯

びる。釉は透明なガラス質で灰色または灰オリーブ色を呈する。

89θ～∂95は 皿である。8鉗は内面にヘラによる片彫 り花文を有する。大学府分類の龍泉窯系皿 11

b類に相当し,12世紀後半のものである。胎土は灰白色で緻密である。釉は透明なガラス質でオリー

ブ灰色を呈 し,底部外面は釉剥ぎする。∂θゴ～ん冽よ内面にヘラによる文様とジグザグの櫛点描文を有

する。胎土は緻密で灰白色を呈 し,灰色味が強いもの 徹%・ んめ もある。釉は透明なガラス質で緑

色を帯びるものが多いが,8θ′は明オリーブ灰色で青味が強い。底外面は釉剥ぎする。大学府分類の

同安窯系皿 12b類 に相当し,12世紀後半のものである。

∂%・ 脚グは稜花皿である。体部は外反し,口縁部は波状に決る。内面にはヘラ彫 りの文様をもつ。

胎土はやや粗 く,釉は透明なガラス質で,緑味を帯びたオリーブ灰色を呈する。龍泉窯系の稜花皿で

15世紀のものである。

∂勢 は杯である。体部は内湾気味に立ち上が り,口縁部はほぼ水平に長 く屈折させ,上端は凹面を

なし,端部はさらにつまみ上げる。胎土は緻密であり,釉は半濁して明緑灰色を呈する。太宰府分類

の龍泉窯系杯Ⅳ類に相当し,13世紀後半～14世紀初頭のものである。

899は小盤である。口径は約20cnlで ,大学府分類の龍泉窯系小盤Ⅲ類に相当し,13世紀後半～14世

紀初頭のものである。日縁部はほぼ水平に長 く屈折させ,上端は凹面をなし,端部はさらにつまみ上

げる。胎土は微細な黒色粒を多 く含む。釉は半濁して明緑灰色を呈 し,厚 く施釉される。

中国製染付 (第 163図朗 ～
"♂

,図版71)

則 は碗である。小野分類のC群で,芭蕉文を有 し,断面に漆継ぎの痕跡がある。15世紀後半～16

世紀前半のものである。

男′・θν は皿である。開′は小野分類のB2群の小型の皿で,堀磨文を有する。景徳鎮窯製で16世

紀後半のものである。Я冽よ小野分類のB2ま たはE群で,16世紀後半のものである。

朋 は小杯で,外面に花井文を有 し,畳付から高台内は露胎である。明末～清期のものである。

古瀬戸 (第 164図勢 F・

"5・
釦∂～夕θ,"∂～ν′,図版74・ 75)

物 ・

"5は
天目茶椀である。口径は約13cmである。口縁部の形態は,豊たは内湾 し垂直に立ち上が

り,労5は 端部が先細 りして外反する。黒褐色の鉄釉が施され,何σでは高台周辺に錆釉がかかる。

躍 は後期様式Ⅳ期古段階,切Jは後期様式Ⅳ期新段階の製品で,15世紀後半のものである。

鉗8～夕θは卸皿である。夕θは,口径17.6cn4,器高3.8cm,底 径7.6cmで ある。口縁端部はやや外反し,

上方に面を取る。上半部内外面に灰釉を施す。内外面の露胎部にはススが付着 し,釉 もざらついてお

り,二次的な被熱を受けたものとみられる。後期様式Ⅳ期古段階の製品で,15世紀中頃のものである。

夕どは折縁深皿である。口径は32cm前後に復元される。口縁部は外方に折れ,端部は角ばる。外面

の回縁部直下はロクロロが目立つ。内外面に灰釉を施す。後期様式Ⅳ期古段階の製品である。

29は卸日付大皿である。口径は28cm前後に復元される。口縁部は外反し,内端部が突帯状に肥厚

する。外面の口縁部直下はロクロロが目立つ。後期様式Ⅳ期古段階の製品である。

ヱを9



3 包含層出土遺物

νθは盤類の底部で,獣足状の脚が付 く。破片のため卸目の有無は不明である。外面は回転ケズリ

で露胎であり,内面は灰釉がかかり施釉時の刷毛目が残る。断面に漆継ぎの痕跡がある。後期様式Ⅲ

期～Ⅳ期古段階の製品で15世紀前半～中頃のものである。

ν′は合子である。胴部最大径は6.8cmである。外面には,肩部から垂下する隆帯にヘラで斜線を引

いた鎧手と呼ばれる文様と,菊文を施 した小円盤を貼 り付ける貼花文を有する。内外面に灰釉を施す。

中期様式Ⅱ期の製品で14世紀前半のものである。

瀬戸美濃 (第 164図鈎び・

"π
・Яヱ～夕 /。 つ形,図版盈・75)

"は
天目茶椀である。口径は約12cmである。日唇部はくびれ,端部は短 く外反する。鉄釉 と,高

台周辺には薄い錆釉が施釉される。大窯 I期の製品で,15世紀末～16世紀初頭のものである。

"π
は平椀の底部か。削 り出し輪高台で,内面は鉄釉,外面には濃い錆釉がかかる。大窯 I期の製

品である。

2′ ～夕望は折縁皿である。口径10.4～ 10.8cm,器 高2.1～ 2.2cm,底 径5,0～ 6.Ocmである。口縁部は水

平にタト屈 し,端部は上方に折 り返 して九 く収める。内面は九導状工具により菊花状にソギを入れる。

夕′は見込みに印花文を有 し全面に施釉するが,タク・タンは見込みの凸部の釉を拭い取つて重ね焼き

したもので,高台内には輪 ドチが溶着する。大窯Ⅳ期前半の製品で16世紀末のものである。

25は志野菊皿である。口径12.2cm,器高2.9cm,底 径7.Ocmで ある。体部は丸みをもって立ち上が り,

内面は花弁状に掻き取られる。外面は厚 く釉が掛かり,刻線はみられない。口縁端部は残存部のほぼ

全周が摩減 して釉が剥がれ,そこにススが付着することから灯明皿として使用されたとみられる。全

面に長石釉がかか り,見込みに円錐ピン痕が残る。大窯Ⅳ期前半の製品で16世紀末のものである。

夕σ・2πは丸皿である。夕σは口径11.Ocm,器高2.6cm,底径7.Ocmで ある。全面に灰釉を施釉 し,高

台内には輪 ドチが溶着する。夕πは見込みに菊の印花を有 し,細かな破片が漆継ぎされている。例σは

付高台,2/は 削 り出し高台で底部はやや厚 くなっている。2σは大窯Ⅲ期前半の製品で16世紀中頃,

"π
は大窯Ⅲ期後半の製品で16世紀後半のものである。

場 は筒形香炉である。日径は約10cmである。口縁部を内屈させて水平端面とし,外周には沈線を

施す。大窯 I～ Ⅲ期の製品で,15世紀末～16世紀のものである。

越中瀬戸 (第 165～ 167図%～ θ〃,図版76～ 82)

%は 九椀である。日径10.6cm,器高6.7cm,底 径4.4cmである。外面の体部下半は回転ケズリで,高

台は逆台形の削 り出し高台である。鉄釉の上から灰釉を帯状に流 しかけ,高台周辺は露胎である。

%～ %び は九皿である。口径10,0～ 15,Ocm,器 高2.2～ 3.8cm,底 径3.6～ 6.3cmである。体部下半は回転

ケズリで,高台は削り出し高台である。高台のタト側を深 く削 り込んで只占り付け高台状にしたもの (レグ・

男め,断面三角形に削り出すもの 徹%～%σ・つ%～ ,∂ゴ・9認 。93と '9♂び・9ヨど～%σ),高台タト側のケ

ズリが浅く,低い碁笥底状を呈するもの 徹露・夕の,内側の削り込みが浅く高台力Ⅵ さヽいもの 徹り

がある。フをは見込みに「+」 の押印がある。兄夕・多例よ見込みに菊の印花をもつ。νσ～9′θは高台

内に墨書がある。錫σ・ググは「+」 で,%∂ も一部に釉薬が付着するが「十」か。鑑例ま「や」である。

釉薬は,9♂θは灰釉と鉄釉の掛け分け,%δ 。29。 9諺・9∂翠・9=β ・%♂ ・フびは灰釉,その他は鉄釉で
,

内外面上半に施釉し,見込みと外面下半が露胎となる。%5。 男θ。9♂Z～,38。 92・ 夕引よ内面に釉止

めの段があり,16世紀末～17世紀前半のものである。νσは鉄釉を,労σは灰釉をそれぞれ四方から浸

し掛けして見込みの露胎部は方形の意匠となり,17世紀前半のものである。%′ は胎土に黒色粒を多

く含むことから,17世紀前半の東黒牧窯産か。ワ翠・27・ 9♂θ・男7・ %′ ・フ翠は見込みに直接重ね焼

′5θ



第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

きの痕跡がある。

M7は襲皿で,口縁部を指で押さえて輪花風にしている。外面下半から高台内側にかけて回転ケズ

リを施す。高台外側も深 く削 り,断面三角形の削 り出し高台となる。見込みに16弁菊の印花 と,直接

重ね焼きの痕跡が残る。外面上半から内面の釉止めの段まで鉄釉がかかる。胎土に黒色粒を多 く含む

ことから,17世紀前半の東黒牧窯産か。

身ど～9νは底部回転糸切 りの皿である。全面ロクロナデで,日縁端部の作工は,九 く収めるもの

(男ど・%θ・

"の
,端面がほぼ水平になるよう面取 りするもの (θうθ),外上方に面を取るもの (9ダ )

がある。フどは口径12.lcm,器高3.4cm,底 径5,6cmの 大皿で,身9～9νは口径7.2～ 9.Ocm,器高1.9～ 2,7

cm,底径3.2～ 4.lcmの小皿である。大皿は見込みを露胎 とするが,小皿は内面全面に施釉する。外面

は大小問わず体部下半が露胎になる。すべて鉄釉であるが,92・ 9νは光沢のある半透明の釉である。

νど～95θ 。9ンには見込みに直接重ね焼きの痕跡が残る。

9χは向付である。口縁部は屈曲して直立する。口径10,8cm,器高3.3側 ,底径6.Ocmである。高台周

辺に回転ヘラ削 りを施 し,低い碁笥底状高台を削 り出している。釉は鉄釉と灰釉の掛け分けで,17世

紀前半のものである。

9潔 。955は 火入れである。両者とも破片で,口縁部に 1箇所孔が確認される。口径は約13cmで ある。

体部は直立 し,日縁部は上方に面を取る。特に外面においてロクロロが顕考である。9ン は口縁部に,

955イよ体吉h上半 t壺失釉がかかる。

95σ～9イ は匝鉢の底部である。底径は9,7～ 11.8cmで ある。全面ロクロナデを施 し,底外面は回転糸

切 りである。95σ・9材の内底面には直径約 4 cmの 直接重ね焼きの痕跡が残 り,大 きさから回転糸切 り

の小皿を重ね入れて焼成 したものと考えられる。95σは外面上半に,%グ・95∂ は全面に錆釉が施され

る。

959～%θは壼である。口径は7.4走 12.8cmで ある。肩が張るもの 0%。 %め は少なく,丸みをもつ

体部から緩やかに口頸部がのびるものが多い。口縁部は短く立ち上がり,端部がやや拡張して上方に

面を取るもの 徹鉗),方頭を呈するもの 徹ク・%♂・%σ・%め ,丸 く収めるもの (959・ %′ ・%を・

9σ」・%グ・%の がある。%πは鉄釉,その他は錆釉を内外面に施釉する。

9℃～9て は悟鉢である。内タト面に錆釉を施す。θ℃～θクは回縁部で,日径は9知 。9密 が約27cm,

9形 は約29cmで ある。口縁形態は縁帯が三角形を呈するもの (θ℃),縁帯の下端を外方につまみ出す

もの (θ密・9″)があり,16世紀末～17世紀前半のものである。9絡～9/~5は底部で,卸目を施入し,

底外面は回転糸切りである。卸目の単位は,92は 2.3cm幅 に8目 ,9密は3 cm幅 に12日 ,θるは2.8cm幅

に10目 を数える。9ての卸目は条が太い原体を用いて密に施入され,単位は不明である。

θ〃は乗燭である。見込み中央に径 2 cmの灯芯立てが付くが欠損している。胴部内外面に鉄釉が施

され,脚部は露胎である。底部は回転糸切りで,中央に孔が穿たれる。

唐津 (第 168・ 169図9絡～′伊θ,図版83・ 84・ 87)

9絡～9%は胎土目積期の皿である。口径は10,6～ 12.8cm,器 高2.6～ 3.9cm,底径2.4～ 5,Ocmである。

灰釉が施され,外面体部下半は露胎となる。見込みに3箇所または4箇所の胎土目が残るものが多い。

大半は1590～ 1610年 製のものであるが,透明感があり緑味の強い灰釉を施したπθ・
"例

よ操業開始期

の1580年代に遡る可能性もある。

9絡～%θは底部から回縁部にかけて丸みを帯びて立ち上がる。底部は削り出し高台で,高台のタト狽I

も削り込んで輪高台とする。9/‐8は灰白色,9孵・9∂θはオリーブ色系の灰釉を施す。

どσヱ



3 包含層出土遺物

98′ ～9留は口縁部が外反 し,内面にわずかに稜ができる。底外面は削 り出し高台で,98ヱ は高台内

のみを小円状に削 り込んで碁笥底 としている。オリーブ色系の灰釉を施す。9形はススが付着 し,灯

明皿として使用されたとみられる。

98をは体部下半で外反 し,口縁部は内湾 して立ち上がる。器形から胎土目積期のものとしてお く。

灰白色の灰釉を施す。

%5～%グは底部から口縁部にかけて直線的に開く形態である。削 り出し高台であるが,作工は粗雑

で高台外側はあまり削 り込まない。985。 98δ はオリーブ色系,男 /は灰黄褐色の灰釉を施す。9∂びはス

スが付着し灯明皿として使用されたとみられる。

98∂～99ヱ は口縁部が外反し,見込み周辺に明瞭な段ができる形態である。削 り出し高台で,高台外

側を削 り込んで輪高台とするもの 徹%),高台外狽1は あまり削 り込まないもの 徹彎～

"Dが
あり,

とくに,9′ は作工が雑で,高台を削 りきっていない。98∂ ,99′ は灰白色,9∂9・ 9鉗 は灰色の灰釉を施

し,98θ は内面の釉が縮れている。99′ はススが付着 し,灯明皿として使用されたとみられる。

9ν～9%は底部で,見込みは広 く平坦である。削 り出し高台で,断面三角形の碁笥底状に削 り出す

もの 02),高台外側を削 り込んで輪高台とするもの 徹鋸～%の がある。9ク・9%。 9%は灰白色 ,

99♂ は灰黄色,995は 暗オリーブ色の灰釉を施す。9ク・995,99σ は高台内に,フ妥は高台外側に墨書が

ある。9し彦は「ひヵ」,9妥は「十力」,995は 「岡力」,9%は「松ロカ」又は「於ロカ」である。

"グ
～999は溝縁皿である。口径約12～ 17cmで ,口縁部が強 く外反 し,端部を上方に引き上げ九 く収

めるもの (ωπ・

"め
,端部が内湾し内面に溝状の窪みをもつもの (999)がある。

"グ
・99∂ は灰白色 ,

999は灰黄色の灰釉を施 し,99∂ は内底面の釉が縮れている。1600～ 1630年 製のものである。

刀ω～刀¢は砂目積期の皿である。刀
"は

,見込み周辺に明瞭な段をもち,底部は碁笥底状の削 り

出し高台である。器形的には胎土目積期のものであるが,見込みに砂目が残ることから,胎土目積期

から砂目積期への移行期の製品で,1610年 頃のものである可能性が高い。刀9は碁笥底状の削 り出し

高台で,見込みに3箇所の砂目があり,日 痕にススが付着することから灯明皿として使用されたと考

えられる。ttνは磁器風の高い削 り出し輪高台で,磁器生産が行われた窯で焼かれたものと考えられ

る。′θ%は にぶい黄橙色,刀αは灰色,ゴθクは灰白色の灰釉を施す。ヱθω・刀回は底面下半は露胎で

あるが,′θνは高台内側 も施釉 し,畳付の釉は剥ぎ取る。万明は1600～ 1630年 製,7θ
"は

1610～ 1630

年製のものである。

′鉗♂～′θ露は内野山窯製の皿である。ゴθ餌～′ω劉ま,体部はやや内湾 して開き,底部は高めの削 り

出し輪高台である。内面は銅緑釉を施 して蛇の目釉剥ぎし,外面は上半に灰釉を施す。′θ鋸は内面と

外面にそれぞれ 4箇所に砂目積みの目痕があり,万レ も一部に目痕が残ることから,こ れらは17世紀

後半のものと考えられる。万レは二次的に被熱している。ヱω5～ヱ
"列

よ蛇の日釉剥ぎ部分に直接重ね

焼きの痕跡が残る。18世紀前半の製品であるが,刀防・′ω尉よ胎土が粗悪で銅緑釉の発色も悪いこと

から,内野山窯の末期の製品と考えられる。刀露は,口径約18calの やや大振 りの皿で,口縁部は外方

へ折れ,端部は内湾する。内面から外面口縁端部にかけて銅緑釉,外面に灰釉を施す。17世紀後半～

18世紀前半の製品である。

刀鉤は皿で,口径約20cmと やや大振 りである。体部は内湾ぎみに立ち上が り,日縁部は外反して内

面に明瞭な稜をなし,端部は内湾する。黄灰色の灰釉を施 し,外面体部下半は露胎である。1590～

1610年 製のものである。

ゴωθは口径30cmを 超える大皿である。技法は三島手で,内面は直線と波線の連続文を陰刻 した後に

′ν



第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

白化粧土を塗布 し,外面は下半に錆釉,上半に白化粧上を施す。焼成不良で褐色の発色が悪 く,自化

粧上の充填と拭き取 りが不十分なため文様は不明瞭である。17世紀末～18世紀前半のものである。

伊万里 (第 170図′例′～ゴν/,図版71・ 85'86)

′例′～
=2ど

は碗である。高台畳付以外は全面施釉する。′伊′・′2ク 1ま 一重網目文の染付で,17世紀

後半のもの。′例フは回径9.2cm,器高6。 9cm,底径4.Ocn4で ,器壁は底部に向かって厚 くなる。′ω′は外

面に矢羽文,高台内に圏線の染付がある。高台は細 く,作工は精緻である。1660～ 1680年 製である。

,2翠は体部外面に草花文,高台部に圏線の染付がある。1690～ 1730年 製である。′ωσは陶胎染付で
,

外面に省略された唐草の染付がある。18世紀前半のもの。′″σ～′α∂は体部外面に松 と団鶴のコンニ

ャク印判を施す。ヱ27・ ヱ伊どは高台内に圏線と銘がある。18世紀前半のものである。

′例θ～刀閣は皿である。Fωθは高台部無釉で,体部外面と内面全面に青磁釉を施 した後,見込みを

蛇の目釉剥ぎする。高台と内面の釉剥ぎ部分に重ね焼 きの際の砂が窯着する。波佐見窯の製品で,17

世紀後半のものである。刀%・ 力
"は

内外面に染付を有 し,全面施釉 した後,畳付は釉剥ぎする。18

世紀前半の製品である。刀%の 内面には窓絵として草花文とその外側に格子文,外面には唐草文が描

かれ,高台内側には圏線の染付がある。ttЯ は内面に樹木が描かれ,見込み中央にコンニャク印判の

五弁花が施される。外面には直線的な唐草が描かれ,高台内には圏線の染付がある。

刀2は筒形碗である。外面には青磁釉を施 し,畳付は釉剥ぎする。内面には五弁花と圏線の染付が

ある。18世紀後半のもので,1770～ 1790年 頃の製品である可能性が高い。

刀%～′弦5は仏飯器である。刀%イよ小型の碗の可能性もあるが仏飯器としておく。外面には草花文

の染付がある。17世紀後半～18世紀初頭の製品である。万物・′防5は脚部の破片だが,圏線状の染付

がみられる。外面に施釉されるが,脚裾部から端部の面取 りされた部分は釉が十分掛からず一部露胎

となる。底外面は露胎である。底外面の作工は,刀
"は

アーチ状に削 り込まれてお り,刀%は畳付部

分を残 し浅く削 り込む。万座は17世紀後半,7弦5は 17世紀後半～18世紀前半の製品である。

刀%は小杯である。外面に染付を施 し,全面施釉 した後,畳付は釉剥ぎする。17世紀後半のもの。

FνЯよ香炉または火入れである。体部は直線的に立ち上が り,日縁部はほぼ水平に面を取 り内側に

肥厚する。白磁釉を口縁部から体部外面にかけて施 し,内面は露胎 とする。17世紀後半のもの。

土師質土器 (第 171図刀%～刀%,図版70)

刀舛～刀ηは悟鉢である。口縁部は端面がやや内傾 し,内面に凹線をもつ。刀%・ 刀力の凹線は緩

く段をなす程度のものだが,刀師の凹線は鋭 く袂 り込まれ,口縁内端部が断面三角形を呈する。卸目

は凹線以下に施入され,刀節では一単位2.Ocmに 9日 の原体を用いる。胎土は粗い砂粒をやや多 く含み ,

′財∂・′29は軟質で摩滅が著 しい。

瓦器 (第 171図刀躍～′θヨσ,図版70・ 88)

刀M・ 刀影は火鉢である。刀Mは 口径は約31cmで,国縁部は内湾し,端面を内側に挽き出して水平

に拡張させる。胎土に微細な白色粒を多 く含む。刀影は小片で,外面に交差する平行線文が深 く刻ま

れる。ともに焼成は軟質で,胎土は灰白色だが器面は炭素を吸着 して内外面とも灰色を呈する。

刀
"は

胴部径が13～ 14clnと 小型で,香炉である。隆帯を貼 り付け,唐草文のスタンプを連続押捺す

る。外面はミガキで黒色処理され,内面はヨコナデを施す。

土製品 (第 171図刀訂～′鉗♂,ヱ餌π～刀2,図版88・ 89)

刀阿・」θ形は円筒形土製品である。残存部の最大径は万質が約12cm,′θνが約13cmで ある。全形を

知 り得ないが,器厚はほぼ一定で,端部がやや窄む円筒形を呈する。端部は粗雑なケズリで面を取る。

f房



3 包含層出土遺物

粘土輪積み成形で,万阿は外面は縦方向のヘラケズリ,内面は粗い縦方向のハケメ調整を施すが,内

面に粘土接合痕が顕著に残る。刀νは内面に丁寧なヨコナデを施すが,外面のナデ調整は粗 く,外面

に粘土接合痕が残る。胎土は粗い砂粒・礫粒を多 く含み,焼成はやや軟質である。

刀郎は置き篭か。底部は端面を内側に拡張させる。胎土は粗い砂粒・礫粒を多 く含む。焼成があま

く軟質で,摩減が著 しく調整は不明であるが,底部周辺は指頭で押さえて成形している。

′鉗π～刀2は土錘である。ヱ露π・刀露は球型,刀即～刀2は樽型を呈 し,′随π・ヱ梃9は端部に面を

取る。大きさは,完形のものではヱ餌9が長さ3.4cm,幅 3.Ocm,孔径1.Ocm,重量28.7g,ゴθ奪が長さ5.0

cm,幅4.2cm,孔径1,2cm,重 量69.3g,yレ痢 長ヾさ6.Ocm,幅4.7cm,孔径1,6cm,重 量102.Og,ゴ 馳θは

長さ6.6cm,幅4.9cm,孔径1.5cm,重量■9.5gで ,他は欠損 している。

(2)木製品

下駄 (第 172・ 173図刀露 。刀π・万p.′θν,図版91・ 92)

刀
"は

連歯下駄で,平面形は小判形で,横緒穴は後歯の前方に穿たれる。刀房は無歯下駄で後壷周

辺を楕円形に引りぬく。割れを補修するためか,釘が斜めに打ち込まれている。裏面の一部に赤色漆

が残る。巧阿は露卵下駄である。平面形は長方形で,台裏は4辺に向かって削り落とされる。両歯と

も2本柄で結合され,横緒穴は後歯より後方に穿たれる。刀2は陰卯下駄である。台・歯とも欠損し

ている。材は,ゴθι漑はニヨウマツ類,=θ冴はスギ,ゴ 5り′はケンポナシ属,′θ2はモクレン属である。

漆器 (第 174図刀露・ヱθz図 版93)

刀露はゆるやかに立ち上がる総黒色系椀である。高台はベタ底で露胎であり,ロ クロの爪痕がある。

え粉渋下地であるE7t。 12世紀後半～13世紀前半のものである。材はケヤキである。

ゴθ〃は根付である。瓢箪をかたどったもので,管状に孔が通り,中央に切り込みがある。外面赤色

漆塗りである。材は広葉樹である。

円形板 (第 182図ν%～ヱ夏D

"%は
,断面に材を結合するための木釘孔がある。′刀π。フ郎は小型のもので,′刀角ま一方の面に

は縁辺部を除いて縮み級のある漆が付着し,生漆を入れた容器の底板と考えられる。材は,すべてス

ギである。

栓 (第 187図′%θ,図版M)

′〃θは断面が逆台形の円錐状で樽の栓と考えられる。材はスギである。

(3)石製品

石皿 (第203図汚Й,図版■0)

長さ22,7cm,幅 18.5cm,厚 さ5,2cm,重量は3.14kgで ある。石材は安山岩である。縁を残して,断面

が緩やかな弧状となる皿部を敲打成形によってつくり出し,一方は掃き出し口としている。掃き出し

口の両端には,対 となる把手状の突起がある。底外面は中央部がほぼ平坦で,縁辺部は緩く反り上が

る。一方の側縁の中央部から掃き出し回の中央に向かって,敲打を連続させたような浅い溝状の凹み

があり,突起部分を囲むようにして底外面にも一定幅の溝状の窪みが巡る。出土地点はE地区の表土

であるが,E地区では包含層から縄文時代前期後半の縄文土器が出土していることや,汚フと形態が

類似する北海道千歳市キウス4遣跡等出上のオロシガネ状石製品が縄文時代後期に位置づけられてい

ることから,汚潔も縄文時代の遺物と考えておく注m。

石鏃 (第203図B5π 。ヱ359～ お2,図版111)

」節Яよ柳葉式石鏃である。汚刃～■誘とは無茎凹基式石鏃で,側縁形状は外湾型である。石材は′節好。

注70 第三分冊 自然科学分析 漆器文化財科学研究所 「中尾新保谷内遺跡出土漆器の科学分析J

注71 泉 菊樹 21105「 中尾新保谷内選跡出上の石皿について」「紀要 富山考古学研究J第 3号 財田法人富山県文イヒ振興財団

ヱフ
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1360が安山岩,7節9が流紋岩,男例が凝灰質泥岩である。

磨製石斧 (第204図′♂ν・島銚 ～′∂δ∂,図版112)

刃部の残るものはすべて蛤刃状の両刃である。両側縁は筋 痢 平ゞ行となる他はすべて刃部に向かっ

て広がる。汚体は全長3.6cm,幅 1.4cm,厚 さ0.55cmで ,小型品である。汚術の側縁はほぼ打ち欠いた

ままの状態で,研磨が不十分である。石材は,汚クが流紋岩,お7・ ゴ′σ5。 汚σグ・汚郎 が蛇紋岩 ,

汚
"が

砂質凝灰岩である。

石錘 (第204図汚ω・′Jで,図版■0)

■369ヽよ短軸方向に溝が一周する有溝石錘で,敲打成形により楕円形に近い球形をなす。石材は安山

岩で,重量は299.6gで ある。′∂では,三角錐状の自然礫の頂部周辺を溝状に決 り込み,縦方向の角

を削 り取るよう研磨する。石錘 として使用 したものか。石材は凝灰岩で,重量は140,8gで ある。

管玉未製品 (第204図ヱ∂密,図版112)

管玉の形割工程品で,断面が長方形の四角柱状の未製品である。石材は凝灰質泥岩である。

紡錘車 (第204図ヱ∂Z図 版■1)

扁平な楕円形の礫を研磨 して平滑にし,中央に両面から穿孔する。石材は泥岩である。

視 (第205図′∂密・汚髪井 ′ど婢,図版113)

ヱどんは石材は泥岩で,高嶋硯である。硯面は磨られて中央に向かって薄 くなる。′′%は幅 1寸 5分

の懐中硯で,石材は粘板岩である。近世のもので,高嶋産の可能性が高い。 2枚に割れており,一方

は裏面が剥離 している。′θでは鈍角で不整形だが,硯か。

砥石 (第 206・ 207図刀腐・お潔～′386・ 胃認 。′39θ～胃%・ ツω～ツク・フ体・′翠%・ ツω, 図版

114)

■38■ ,電露は凝灰質泥岩で,仕上げ砥の鳴滝砥中山である。汚認は幅 1寸 2分で平均的な大きさで

ある。汚夕は凝灰岩で,在地産または上野砥とみられ,近世の仕上げ砥である。

汚場は凝灰岩で天草砥備水の可能性が高い。裏面は破損 しているが摩耗 してお り,破損後も使用さ

れている。置き砥を手持ち砥に転用 したと考えられる。汚%は凝灰岩で天草砥である。方柱状を呈す

るが,主要な砥面は表裏 2面で砥面は傾斜 している。男身は凝灰質砂岩の中砥で,天草砥備水か。方

柱状を呈 し,表裏・側面の 4面 を砥面としている。近世のものか。フ体は凝灰岩で天草砥か。

方柱状で 4面 を砥面とし, 3面が深 く湾曲する。小口には生産地での加工痕を残す。

■384～■386・ 139θ・′′95・ 塑体・

""は
凝灰岩で中砥の伊予砥か。天車砥 との識別が難 しいが,10

世紀～13世紀頃に安定して流通する伊予砥の可能性がより高い。汚%の主要な砥面は正面で裏面は破

損 しているが,破損後も使用 し深い線状痕が残る。,ど95は一方の小口を破損 しているが,他の表裏・

側面・小口を砥面として使用 している。側面の砥面は深 く湾曲し,鎌等を研いだものと考えられる。

潔
"は

方柱状で 4面の砥面が捻れるように波打つ。′Zωは板状で表裏・側面を砥面とするが,主要な

砥面は 1面で,深 く湾曲している。

ゴを
"は

凝灰岩で信州産の中砥か。側面には生産地で切 り割った際の段が残る。近世後半～近代の可

能性が高い。

フ例は凝灰岩だが石英質が多 く,砥石に向かない石質であるが,中砥石あるいは自然礫を砥石とし

て使用 した可能性も考えられる。いずれにしても広域流通品ではない。側面と,破損 した正面の一部

に砥面が残る。フレは凝灰岩の中砥で近世以降と考えられる。方柱状で表裏・側面を砥面とする。

ユ396は砂岩で,荒砥の大村砥であり,中世のものである。主要な砥面は表裏である。

ヱ55



3 包含層出土遺物

(4)金属製品

銭 (第208・ 209図フ′θ・フガ・ツだ～Z%・ Z雰～フ2,図版■6)

ツヱθ。フ
"は

開元通賓である。唐銭で,初鋳は621年 (武徳 4)であるが,1350年頃には本邦でも

模鋳される。フヱJ～ツ′どは北未銭である。ゴ裂♂は天薩通賓で1017年 (天繕元)に鋳られた。フフは景

祐元賓で1034年 (景祐元)に鋳られた。フ万は皇宋通賓で初鋳は1038年 (賓元元)であるが,本邦で

も1340年 頃に模鋳される。ッ′δ・ツ7は元豊通費で初鋳は1078年 である。フ
=σ

は察書体,フ′Яよ行書

体である。フ′∂は聖宋元賓で1101年 (建中靖国元)初鋳であるが,本邦でも中世に模鋳される。フヱθ

～ゴ蒻び。Z雰～Z側は寛永通賓である。y4雰 .Z"は 1668年 (寛文 8)以降に鋳られた背文銭である。

■430は 1768年 (明和 5)年以降に鋳られた当四銭で,裏面に波文を有する。ツ例は4枚が癒着してお

り銭文は不明である。

小柄 (第209図■432～ヱ寄」,図版115)

すべて銅製で,長 さはZ認～舅ンが9。 2cm,y石 5は 10.Ocmで ある。ゴ4形は両面と棟方に約1。 lcm間 隔

の線刻を施す。線刻は端の部分程工具の当たりが強く,地板を折り曲げ成形した後に施されたものと

考えられる。′4留・ツMは無文である。′翠
=5は

魚々子地に流水文を施す。

第 (第209図■436,図版115)

銅製で,先端に耳掻がつき,胴部には透かしがある。透かしの両端は木瓜形に切り込んでいる。穂

先は尖っている。

飾り金具 (第209図′雰盈 図版115)

銅製で,わずかに鍍金がのこる。調度品等の角の3面を包むように折り曲げ, 9箇所を目釘で留め

る飾り金具であるが,現状ではやや開いている。天面の角は左右合わせるため45° に切断される。折

り曲げは緩やかで鋭い稜はない。 3方に広がる花弁状の文様を線刻し,周囲を梅文の型打ちで埋めて

いる。細密な梅文で,放射状のおしべも表現されている。

引手金具 (第209図ゴ寄∂,図版115)

襖の引手金具で,本体と,本体の表面に貼り付けたとみられる化粧板からなる。長軸は4.9cmで ,

花菱形を呈する。銅製で,化粧板の表面には鍍金がわずかに残る注ワ。化粧板は平坦であるが,本体の

面は九く湾曲している。本体側面には短軸方向の両端に目釘孔がある。側面の長軸方向の下端には底

板を挟むための爪が付くが,一方は欠損している。

煙管 (第210。 211図■439～′を奪・′密5～フЯ・ν
"～

フ露・フω～潔π,図版116～ 118)

′零9～′イ4θ ・′″σ～
=々

θは雁首である。′を鉢可翠4♂・ゴ々 5・ ′々 σは脂返しが湾曲する河骨形で,

ツyσのみ肩付である。ど々 σは雁首に被せるようにして,肩付の吸口を直接はめ込んでいるが,吸口の

中には竹の羅宇が遺存しており,吸口は肩以外の部分が裂けている。
"″

には竹の羅宇が遺存する。

ン巧は火皿に空気孔がある。z押・ゴ々 σにはわずかに鍍金が残る。フ翠π～′々 91ま脂返しの湾曲がほと

んど無いもので,18世紀以降のものである。

■450,′ yЯ ・ツ
"～

′イ%・ ツ例～fFF"は吸口である。ツフは断面六角形を呈する。フ
"は

肩付であ

る。フ露 。フα 。フ体はわずかに鍍金が残る。フレ・ゴ巧/の 中には羅宇の竹が遺存する。

鉄鋼 (第212図フ体～ツで,図版■9)

ツ郎・支ωは鉄鋼の脚部である。フ郎は包含層,フωは昭和の画場整備以前の道路に伴う穴 (SP
4003)か ら出土した。

文では鉄鋼の把手か。円形の孔が 3箇所あるが,弦をかけるための孔か。周縁にも半円形の決り込

注72 第二分冊 自然科学分析 財回法人元興寺文化財研究所  「中尾新保谷内遺跡出土金属製品の蛍光X線分析J
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

みがある。 2つ の子しを繋 ぐ紐状の痕跡がある。鉄製である部。

針 (第212図′イ々 ,図版■9)

長さ13。8cmの大型の針である。鉄製で,断面は直径 511nの 円形で針穴周辺は薄 く扁平である。

轡 (第213図潔2～潔る,図版120)

ヱ翠2・ フ々は素環状鏡板付轡である。文るの鏡板は直径5.2cmで,断面は直径0.5cmの 円形である。

衡は 2連で断面は1.3cm角 の方形を呈 し,長 さはそれぞれ7.3cmと 7.lcmで ある。鏡板に連結する街先と

輪追は扁平で厚さ2～ 5 Hmに延ばされ,輪達は幅も細 くしている。一方の街先は使用により開口した

ため鏡板が欠落したものと考えられる。フ々の鏡板は直径5.5cmで ,断面は直径0.6cmの 円形である。

街は長さ7,7cmで ,断面は1.5cm× 1.3cmの 方形を呈する。街先と輪違のつ くりはヱ翠宥と同様である。金

属成分分析によれば,ツ密は炭素含有量の異なる複数の鉄素材を鍛打成形 した鍛造品で,始発原料は

砂鉄である・ 74。 また,放射性炭素年代は 1標準偏差で較正 した年代値で16世紀第 2四半期～17世紀前

半である注75。 ′翠る。フ%も 輪状を呈 し,ツ 2・ ′を解と形状が似てお り素環状鏡板の可能性が高い。

ヱ翠%は直径6.3cm,′孝るは現状で直径5。3cm,重 ね合わせた部分が3.2cmである。認るは切断した一部を

重ね合わせて締め直し,再利用 したものと考えられる。′を始・ツ%は蛍光X線分析を行い,鉄が主成

分として検出された沸。

馬鍬の歯 (第213図
=翠

〃～潔材,図版120)

フ〃～′翠々 は大型で,文絡は長さ18.6cm,幅 は頭部で2.2cmで ある。フ港・ヱ翠では,頭部は扇状に広

が り端面はつぶれて拡張 し,先端部は磐頭状を呈する。ttM・ ′る日よ小型で,ゴ翠どθは長さ9.9cm,頭

部の幅は1,9cmで ある。民俗例の手馬鍬・振馬鍬等の小型の馬鍬か。頭部はL字状に曲げられている。

頭部から先端部まで厚みはほぼ一定である。′翠絡・ゴイ〃は下半分が,フ翻・ツ材 は下部2/3程が摩耗

している。金属成分分析によれば,フ絡・ッ々は炭素含有量の異なる複数の鉄素材を,鍛打成形 した

鍛造品 (′翠絡),折 り返 し鍛錬 した鍛造品 (′翠婢)である潔。y翠絡は断面に割れがみられ,鍛接が不

十分と考えられる。文々はフ絡に比べ災素量が多 く,硬 く丈夫であったと考えられる。放射性炭素年

代は,アを紹が15世紀第 1四半期,フ々が15世紀第 3四半期である注る。

塾 (第214図■4絡・フ潔,図版119)

Z訂 。■4駐ともに,首の断面は円形,穂先は長方形を呈するが,フ留は穂先が厚手で,ン潔はやや

華奢なつくりとなっている。フ認は口金がはめられ,内部に木質が遺存する。

用途不明品 (第214図′雰名 図版120)

′雰 7は真鍮製で注
“,口径7.2cm,器高2.8cmで ある。腰が張 り,外面に沈線をもつ。器壁は薄 くl Hlm

以下の部分 もあるが,口縁部はわずかに厚 くなり,上端に面を取る。平底で底径は2.8cmで ある。用

途は不明であるが,仏具の一種,基子か。表土から出土 した。

鉄津 (第214図1489

■489は ,217.5gで ,椀形を呈する。磁石に対する反応は微弱で,形状から鍛冶津と考えられる。

第二分冊 自然科学分析 財団法人元興寺文化財研究所  「中尾新保谷内遺跡出土金属製品の蛍光X線分脩」
第二分冊 自然科学分析 財団法人元興寺文化財研究所 株式会社九州テクノリサーテTACセ ンター 「中尾新保谷内遺跡出土鉄製品の金属学的調査J

第三分冊 自然科学分析 財団法人元興寺文化財研究所  「中尾新保谷内遼跡出上金属製品の放射性炭素年代測定」
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4 10YR2/1黒色シルトに5Y贈 /ユ 黒褐色粘土質シルトプロック撫 こ混 )

57う YRν l黒褐色シルト(10YR″ 2に ぶい黄慢色粘■カ ック状に況)

6 75YR3/1黒 褐色粘土(10VR″ 2に ぶい黄橙色粘■カ ック状に混)

7 75YR3/1黒 褐色粘土質シルト(10YR4/2灰 黄召色砂質シルト5Yν 2灰
オリーブ色砂混)

S″1151
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」
ゴ

SP7115
1 5GYνユオリーブ仄色粘■

'25Y4カ
暗仄黄色活土

SP和 か

a>應 や
10

SP7131
1 95YVよ 黄灰色北土(25GYν Iオリーブ灰色

粘■ 10%粒状に滉 )

揃中鏃
一

競歳

SP211 4
1 10YR″ 1黒色砂質シルト(25Y42
暗灰黄色砂15%カック状に混,

炭イヒ物カ ック状に2%酸化鉄2%混 )
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第52図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
1。 SP426 2. SPl198 3. SP1201 4。  SP1216 5。  SP1476 6, SP1481 7. SP1611 8. SP2114 9, SP7115
10, SP7131  11, SP700
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1 5YR9/1黒褐色粘土質シルト
(10YR4/3に ぶい黄褐色砂質シルト混)

2 10YR4/3にぶい責褐色砂質シルト
(5YRν l黒褐色粘土質ンルト混)

3 10YR3/2黒褐色rFJ

(炭 1ヒ物粒状に混)
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聴
SD4106

1 25Yνl黒掘色砂質土

8

SD417
■57R2/1黒 召色粘主質シ″卜(10YR4/3に ぶい黄福色砂混)

2■5削贈/1黒褐色シルト(炭化物疵状 酸化鉄混)

a■ 5VR3/1黒 褐色シルト(10YR4/91ヨ 酎 費`褐色砂混,炭イヒ物粒状翻 ヒ鉄混)

■10YR4/3にぶい黄lB色砂(5VR2/71黒褐色粘土質シ,レト滉)

SP714
S■ 5コ贈/1黒褐色シルト(10YR4/3に ぶホ責褐色砂 10YR4/1個灰色猫主質シ″卜混,魔化功荘状・BIヒ鉄混)

Ｖ

輛
一，

輛一，

SD475
1 10YR3/2黒禍色砂質シルト(5YR2/ユ 黒褐色鵜主カ ック状に混)

2 10YR3/2黒褐色砂質シルト(5YR2/ユ 黒禍色粘■■OYR4ゐ によい

黄tB色砂質シルトラ
"ツ

ク,こ 混)

&IoYR3/2黒鶴色砂質シルト
■loY勘″黒覆色砂質ンルト(10Y点4/SIこがい費鵜色砂質)レト況)

,■ 111■   7

中近世遺構実測図

SD475 10,SD4106 11,SD4107

SD4107
125Y3/1黒 褐色砂策士

■` 鼻学生

|III:1■||:  13

SD4156
125Y3/1黒「B色砂質主

M

Ｔ輛一・

輛一‐

一ド
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輛一ｇ

中尾新保谷内遺跡
1～3.SD417 4～ 9.

第54図
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SD899
17う YR3/1黒 褐色粘主質シルト

(10YR4カ 灰黄褐色砂質シルト混,酸化鉄混)

多10YR4/2灰安褐色砂質ンルト
(■5YRyュ 黒褐色活土質シルト滉)

'■
IIIIIII:||:|||IⅢ ⅢIIII:|||:liir.   11

SD900・ SK901         ‐「

1 75YR3/1黒 褐色粘■質シルト(駿化鉄混 )

2 75YR3/1黒 褐色粘土(loYR4抱 灰黄禍色砂質シルトブロック状に混)

3 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト(7う YRν l黒褐色粘土混)

4おYRVI黒 褐色・Ib土質シルト(10YR4/2灰 資褐色砂質シルト混,駿化鉄混)

SD908
1■ 5YR3/ユ 黒褐色粘土質シルト(駿Fヒ鉄混)

2 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト
(仏5Y田ツユ黒14色拙土質シルト混)

SD914

■十 1111FI■ rll:11■ ||●|■ :,イ117

SD914
1 5YR″ 9糎暗赤編色粘上(75YR5ね 明獨色lrl■ カ ック状
に混,酸化鉄混)

2 10YR4/2灰黄禍色砂質ンルト(5YR″ 3権暗赤褐色粘土,

■5YR5/6明 褐色粘■カ ック状1こ 混,酸化鉄混)

SD985
3 10YR4/2灰黄掲色砂質ンルト

一

■|||:■ FitlIIIIIli}:Fil■ ●|1 23

SD938
1 5YR2/3極暗赤獨色粘上 (75YRν6明褐色粘土/Uック状

5YRF。/8明赤褐色粗砂況,酸化鉄混)
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17うYR3/1黒 獨色粘土(5Y5つ 灰オリーブ色砂
5YR2/1黒 獨色お土質シルト混,酸イヒ鉄混)

SD879
2 75YR3/1黒 褐色粘土質シルト(酸イヒ鉄混)

W4
SD879

1ア5VR3/1路 褐色牲上質シルト(酸化鉄混)

SD394
175Y聴/1黒褐色お■ (酸化鉄況)

2 10YR4/2灰黄掲色砂質ンルト(7 5YR3/1

黒禍色粘土混)
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SD929          rr  SK928
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3 75VRyI黒 褐と粘主質シルト(10YR4″ 灰黄福色
砂質シルト混,酸化鉄混)
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1■5YRyl黒褐色粘上質ンルト(酸化鉄温)

SD940
2 5YRν3極暗赤獨色粘土 (75YRF。 /6明獨色粘■カ ック状

5YRF。/8明赤編色粗砂混,酸化鉄llt)

9ユOYR4/2灰 黄IIB色 砂質ンルト(5YRν 3極暗赤褐色粘土
お YRν 6明褐色粘上カ ック状 5YR5/8明 赤褐色狙砂,

酸化鉄混)

SD929
1 75YR3/1黒 福色粘土質シルト(酸化鉄混)

2 75YR2/2黒 禍色粘上
3 75YR3/1梨 褐色粘土質ンルト(10Y雖′2灰黄褐色砂質

ンルト混)

姉一ｇ

すｏ

・５
SD907

1■5YR3/1黒 褐色粘土質シルト(10YR4/2灰 黄褐色砂質ンルト混,酸イヒ鉄混)

2 75YR3/1黒 褐色粘上質シルト(10YR4カ 灰黄褐色砂質シルト混)

3 75YR3/1黒 調色シルト(1∝R4/2仄黄褐色砂質シルト混)
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第57図 中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
1・ 3. SD878  2. SD878。 SD879  4。  SD879  5。 6. SD894  7・ 8. SD899  9・ 11, SD900
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SD960 .=・
i1111111111■

   1

1 7 FoYR3/ユ 黒褐色粘■(Or5カ 灰オリープ色砂
5YRν l黒褐色粘土質ンルトプロック状に混,酸化鉄混)

25Y5/2灰オリープ色砂 (75YR3/1黒禍色粘上質シルト混)

下

島

下

||||■
||||:lil:||:|:|ユ

||:IⅢ
 2

SD1032
1 75YR3/1黒 褐色粘上資シルト(酸化鉄混)

25Yン 2灰オリーブ色|・/(75YR3/1黒 褐色粘土質シルト混)

SD1045
1 75YR3/ユ 黒褐色粘土質シルト

(10YRV2灰黄褐色砂質ンルト
rOY5/2灰オリーブ色砂プロック状イ

鋤一ｈ

SD1942
75YR3/1黒 禍色粘■(酸化鉄混)

SKSS38
14 iOYR3/1黒 褐色砂質ンルⅢ
1525Y2/1黒色粘土質シルト

SD2054
125Y4/1黄灰色砂 (2う Yν2

暗灰貨色砂15%10YR〃 ユ

黒色砂15%カツク状に混,

酸化鉄7%混 )

25Y3/1オ リープ黒色粘上質
シルト(25Y4/2暗灰黄色砂
5%プロック状に混,炭 化物
ブロック状に3%酸化鉄3%混 )

3 5Yυ ユオリーブ黒色砂質シルト

(25Y4/2暗灰黄色砂15%
ブロック状に混,炭イヒ物ブロック状
に7%酸化鉄2%混 )

45Y3/ユ オリーフ黒色砂質
シルト(25Y4/2暗灰黄色砂50%
マーブル状 市状に混,皮北物
ブロック状に10%混 )

SD1342・ SD1349
1 75YRν l纂 褐色ンルト(酸化鉄混)

25Y5ρ 灰オリープ色砂(5YRつ /ユ 黒褐色お■質シルト10YRワ2灰黄褐色砂質シルト混,酸化鉄混)

SD1344
3 75YRν l黒禍色粘土質シルト(5YR5浴 明赤褐色粗砂混)

SD2053
110Y離力 灰黄褐色砂質シルト

(2う YV2暗灰黄色砂15%マ ーカレ状に混,

炭化物プロック状に5%酸化錦 %混 )

SK2403
1 5YRシ ユ黒召色粘土質シルト(炭化物粒状に1%,酸化鉄糸根状に1%混 )

SD2448
多25Y4/1黄 灰色砂質シルト(10YR4/3に おい黄褐色砂40%マ ーカレ状

1叫 R2/ユ 黒色砂質シルト2%カック状に混′炭化物粒状に1%酸化鉄1%混 )

Ｔ輛一ｄ

鋤一ｋ

SD1292
1■5YRνど黒褐色粘主質シルト(酸化鉄混)

2 10YRV2灰黄禍色砂質ンルト(75YR3/1黒編色猪土質
シルト混,酸化鉄混)

:||＼!/:!

■||||111  11

SD2060
1 10YR2/1黒色砂質ンルト(25Y4/2暗灰黄色砂
5%カック状に混,炭 イヒ物粒状にユ%混 )

1              1

11i:■

=||||〕
:||:II■■|■ lil:1:||::Ⅲ 12

SD2059
125Y4/1黄灰色砂質シルト(10YRν 2黒褐色砂 10%プ ロック状に混 ,

央イヒ物粒状に2%酸化鉄混 )

225Y3/3淡 黄色砂 (10Y贈 /2黒召色砂Ю%粒状に混 )

SD2447
1 10YR3/1黒褐色砂質ンルト(1∝R▼3にぶい黄褐色砂30%プロック状に況)

SD2448
2 25Yνl黒褐色粘土質シルト(災化物粒 糸根状に1%酸化鉄5%混 )

3 25Vνユ黒褐色IIL土 質シルト(災化物荘】大に1%酸化鋏1%混 )

SD1295    i■●11111111● :

I IOyRν l黒褐色砂賓シルト(酸イヒ鉄系根状に2%混 )

2 10YRク 3にぷい黄褐色砂(10YR3/1黒 褐色砂質シルト
20%帝状 プロック状に混)

f=π

こ 野

=手 =7守

 f
i:|||■ ■||:■ IIIIキ ■ll〕 1 6

SD1302
125Y4/1黄灰色砂質シルト(酸化鉄糸凛状に1%況 )

SD2261     ■||｀ |■ !

l iOYR2/1黒色砂質シルト(炭化物粒状に5%混 )

2 10YR3/1黒褐色砂質シ″卜(ワうYV2暗灰黄色砂粒状に混,炭化物荘状に混)

SD2262
3 10YR3/1黒褐色砂質シルト(ワ 5YV2暗灰黄色砂5%マーブル状に混,炭 イヒ物粒状に混)

SD2263
4ユOYR3/1黒 褐色砂質ンルト(25YV2暗灰黄色砂3%プロック市状に混,炭イヒ物粒状に混)

SD2264
SユOYR3/1黒 褐色砂質シルト(25Y4/2暗灰黄色砂カ ック状に混,炭化物粒状に混)

SD2261        T。         SD2264

SD2469
125Y3/]黒召色粘土質シルト(酸イヒ鉄系根状に3%混 )

225Y4/]黄灰色砂(25Y6″ 灰黄色砂■OYR4/3にぶい黄褐色砂40%プロック

帝状に混,皮イヒ物粒状に1%混 )

325Y2/ユ 黒色砂 (25Yν 2灰黄色砂20%粒状に混)

4 2SYS/1黒褐色お土質シルト
525Y2/1黒 色粘土 (2 FoYO力 灰黄色砂80%市 プロック状に混)

65Y5/1灰色砂 (25Yν l黒色粘±20%奮状に混

SD2469

7 10YR2/ユ 黒色砂質シルト(10YRV3に ぶい責褐色砂_Rl%      ・ !||:IIIIII
ブロック状 5Y6/2仄オリーブ色砂20%市 プロッタ状に泥)         ●

=●
111

SK2451
8 25YVl黄 灰色砂質シルト(25Yν l灰白色砂混,炭 化物粒状に1%,酸化鉄1%混 )しまり強
9 25YVl黒 召色砂質シルト(災化物粒状にユ%混 )

輛一ｑ

SD205S
125Y3/2黒褐色粘土(植物遺体混)

225Y3/2黒褐色砂質土(25Y4お
オリー鶏 色砂帝状に混)

SD2467
9 10YR3/2黒褐色砂質シルト

425Y3/1畢褐色粘土

SD2469
525Y2/1黒 色砂質土

(25Y4独 オリープ福色砂混)

驚縣
卜
学箋鰯翻鞠♂

1225Y3/2黒禍色砂質主 しまり弱  (25YV3オリープIB色砂 25Y
1325Y2/1黒色粘■ (砂混)     シ3黄褐色粘主粒状に混)

2025Y3/2黒獨色砂質シルト

第59図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
1. SD960  2. SD1032  3. SD1045  4。  SD1292  5, SD1295  6. SD1302  7. SD1342  8, SD1342-SD1344
9, SD2054  10. SD2053  11. SD2060  12. SD2059  13. SD2447・ SK2403  14。  SD2447'SD2448
15, SD2261-SD2264  16, SD2467・ SD2469'SK2451  17. SD2055。 SD2467・ SD2469'SK5538
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

SD2061

SD2061         11111                             ■(   ■i11,
1 10YR2/ユ 黒t砂質ンルト(2roY4つ 暗仄責色砂10%プ ロック状に混,炭化物れ状に3%酸化鉄3%混 )

SD2062
,10YR2/1黒色砂質ンルト(10YR5れ にぶい責褐色砂5%マーブル状に混,皮化物プロック状に3%酸化鉄8%渤
SK2064

3 10YR2/1黒色砂質シルト(10YR5/4に ぶい黄鴇色砂3%マーブル状に混,皮イヒ物粒状に3%酸 化鉄3%混 )

ユげFR2/1黒色砂IO%マ ーカレ状に混,酸化鉄10%混)       |!■
2 10YR2/1黒色砂質シルト(2574″ 暗仄黄色砂15%待状に規,酸化物5%混 )

SD2061
a10YR″ 1黒色砂質シルト(2 Sy4カ 暗灰黄色砂15%混 ,駿化鉄10%混 )

蜘 聯
愕

1ワうY3/1黒褐色粘主資シルト
(10YR7ノ 3にぶい黄橙色20%粒状に混)しまり強

500m  SD2091 尋

SD2210              ・ ■riri
lユOYR3/1黒 褐色砂質シルト(10Yお れにぶい黄召色砂2%混 ,

皮イヒ物迂状に2%酸化錦 %混 )

2 10YR3/1黒褐色砂質シルト(ldrRν 2黒褐色砂3%混 酸化鉄5%混 )
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文化効プロック状に5%酸化鉄3%混 )

SD2091
2 10YR2/1黒色砂質シルト(25Y4カ 暗灰黄色砂2%粒狼
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,

炭化物粒状に2%酸イヒ鉄ュ%混 )
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1 10YR2/1黒色砂質ンルト(25Y4/2暗灰黄色砂5%
カ ック状に湿,酸化錦 %混 )
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11叫R2/1黒色砂質ン,レ ト(炭化物対状に泥)
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SD2294
1 10Yψ/1黒色砂質シルト(炭化初カ ック状に混 )

2つ 5Y4/1黄灰色砂質シルト(10YR2/1黒色砂質シルト
5%プロック状に混,皮イヒ物プロック状に混)
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1 10YR4/2仄黄褐色砂質シルト(酸化鉄系根状に2%混 )
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2 10YR3/1黒褐色粘■質シルト(5YνI灰色砂50%督状に混,炭化物粒状に2%

酸化鉄粒状に1%混 )

35Y6/1灰色砂(10YRν ユ黒獨色粘土質シルトЮ笏奮状に混,炭化物粒状に2%混 )
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炭化物粒状に1%酸イヒ鉄系根状に1笏混)

第62図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
1. SD2061'SD2062・ SK2064  2. SD2061'SK2065  3. SD2091・ SK2074  4・ 5。 SD2210  6. SD2120
7. SD2291  8. SD2294  9。  SD2379  10, SD2325'SK2481  11. SD2289  12. SD2395  13. SD2411
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シルト2p/9ブロック状に混.酸イヒ鉄粒状に1%混 )
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1,W3/1黒 褐色llhi笈 シルト(災化物粒状に1%
酸化鉄糸根沢にワ%混 )しまり強
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

~2

5 10m    SD2404      2         SD2405
C

SD2404
125Y3/ユ 黒得色砂質ンルト

(10YRV3に ぷい黄禍色砂10%常状に混,皮イヒ傷粒状に1%酸化鉄1%混 )

225Y2/1黒 色砂質ンルト(酸化鉄1%混 )
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8 10YR3/1黒褐色砂質シルト(1笏炭イヒ物 酸イヒ鉄混)
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125Y3/1黒褐色活土質シルト
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1ケ 5Y3/ユ 黒褐色粘質土
25Y4/1灰色粘■
9 25YVI黒 褐色粘主質シルト
■25Yν l黒褐色砂質シルト

(2う Yシ3黄褐色粘土粒状に混)

525Y2/1黒 色粘t質シルト
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125Y3/ユ 黒褐色粘土質シルト

(25Y5/2暗灰黄色粘土粒状に混)
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1'5Yν l黒褐色粘質上(酸化鉄混)
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125Y3/1黒褐色粘主質ンルト

(10YRVeに ぷい黄褐色砂1鬱分立栂 こ混)

2107R4/3に ぷい責褐色砂
(2DY3/1黒禍色粘土質ンルト5%袢 状に温)
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12う Y3/1黒褐色粘■質シルト

(2う Y72暗灰貨色砂Nたブロック状に混
酸イヒ錠位系IRAに 二%混 )しまり強

第64図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
1・ 2. SD2399  3. SD2404・ SD2405  4. SD2404・ SD2405'SD2453  5. SD2453  6. SD2404  7. SD2405
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1 10YRン 2灰費褐色粘上

(10YRツ 6黄褐色粘■2嚇 よに混)
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1 10YR5る 黄褐色粘土
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1 10YRン 2灰黄獨色砂質シルト(酸化策位状に10%混 )
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中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
1. SD2001  2, SD2002。 SK2004  3. SD2022  4, SD2030
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1 10YR3/1黒褐色粘土質シルト
(炭化物混)
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1 10YRν l黒lB色粘土質シルト
(10YRV3に ぶい黄褐色砂40%マーブル状
IOYR4/1褐灰色粘土質シルトЮ%カック状に混)
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l IOYRν l褐 灰色粘土

(25Y7/2灰黄色粘±5%粒状に混)
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(10YR6/1鶴灰色粘■eo%粒状に混)
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中尾新保谷内遺跡
SE815

SE81S
l10YR2/2黒褐色シルト(炭化物滉)

2 10VR2/2黒褐色シルト(10YR5/3に ぶい賞褐色砂滉)

,おコ餡/1黒褐色粘土賓シルト(10YR7/2に ぷい黄機色競とカックPAli混
)

4 10VR5/3によい黄鵜色砂 (夕 お了R2/1黒色粘土混)

工25Y2/1黒 色猫土

地山
Ⅱb ■5YR2/1黒●,懺化鉄混)

V-1 5Y5/2灰 オリーブ色砂
V-2 25CY6/1オ リーブ灰色砂(植勤遺体帯状に混)

V-3 25GY6/1オ リーブ医色砂
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SK991
1■FoYR3/1黒 褐色シルト(酸化鉄混)

2 NlシO黒色粘■(10YR7/2に パい黄橙色お■カ ック状に混,炭化物混)

3 10YR2/1黒色粘■(5Y5/3灰 オリーブ色粘土/uック状に混)

45Y4/2灰オリーブとシルト(災化物混)

5 75YR9/1黒 禍色粘土質シルト(IOYRV2灰黄褐色砂質シルト混,酸イヒ鉄混 )

67う YR3/1黒 獨色粘土質シルト(10YR4/2灰黄褐色砂質ンルト帝渕
=淀

)

77う YR3/1黒 褐色活土賓シルト(10YR7/2に おい資橙色粘■カ ッタ状に混)

SE992
&■ 5YRν I黒褐色粘土質シルト(25Y3/2累褐色砂混)

9■ 5YR3/1黒 褐色粘土質シルト(10YR4/2灰 黄栂色砂質シルト/11ック状に混,酸4ヒ鉄混)

10 10YR4/2灰黄格色砂質シルト(75YR3/1黒 獨色粘土質シルトvIZ)
11 75YR3/1黒 褐色お土質シルト(10YR4/2灰黄褐色砂質シルト,酸イヒ鉄混)

ユ,ユ OYRン 1黒褐色シルト(10YRl″1黒色粘土ブロック状に混,皮化物混)
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SK993                       :「 !:III=liII〕 :|||■

le 75YR3/1 ttIB色 シルト(酸化鉄混)

14 75YR3/71黒 褐色粘上質シルト(10YR4/2灰黄褐色砂質シルト10YR17/1黒 色粘■
‐
/tlfッ ク状に混,酸化鉄混 )

lS IOYR3/1黒 福色シルト(炭イヒ物混)

10とOYR17/1黒 色粘土
17 75YRl″ 1黒色粘と(5Yシ2灰オリープ色砂混 )
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中尾新保谷内遺跡
SE1052

SE1 052
17うVRν l黒 禍色シルト(10YR7/2に ぶい黄橙色粘土カ ック状に滉)

'7う
YR3/1黒 召色鵜■

3 75YR3/1黒 褐色枯土(10YR7/2に 示い黄橙色粘■カ ック状ti混 )

47う YR9/1黒 褐色粘■質シルト(5Y5/2灰 オリーブ色砂混)

5つうY2/1黒色粘土
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1 75YR3/1黒 鶴色シルト

(10YR6/41こ ぶい黄澄色粘■カ ック状に況,酸化鉄混)

2 75YR3/1黒 褐色粘土質シルト
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(95GYシ 1オリーブ灰色粘iプロック状に混)
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SK1 612
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(10YR6/4に よい貨橙色粘土粒状に混)
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SE1306
1■5yR3/1黒 褐色粘土質シ,外 (酸化鉄混)

21042/1黒 色ンルト(炭化物 酸化鉄混)

a■ 5YR3/1黒 櫂色消土質ンルト(10YR4/2灰黄褐色砂質シルト混)

425Y3/1黒 福色粘土質シルト(炭イヒ物 酸化鉄混)

a■ 5YR3/1黒 編色シルト(炭化物 瑚 ヒ鉄混)

d「rR2/1黒禍色活主質シルト(炭化物混)

仏■5YR3/1黒 得色粘■質シルト(10YR4/2灰贅渦色砂質ンルトカ ック状に混)

SE1483
1■5YR3/1黒 褐色粘韮質シルト

0           1:20(2)        lm
|

第71図 中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
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ξlつ

SE1 491
1■5YR34/2黒 褐色シルト(炭化物 酸化鉄混)

2 10YR3/1黒褐色粘土質ンルト(酸化鉄混)

3■ 5YR44/2仄 褐色シルト(75YR17/1黒 色ン,レ ト
10YR7/2にぷヤ竣 橙色粘土プロック状に混,皮イヒ物混)

■■5YR4/ユ 褐灰色ンルト●5YR17/1具 色シルト10YR″2

におい黄橙色雅土プロック状に混,炭化勤混)

5 10YRν l黒色Fhi(炭化物 駿化鉄混)

0■ 5YR2カ 黒福色シルト
7 10YR2/1黒色粘■(75YR4/ユ 褐灰色シ,レ ト75YR17/1

黒色ンルト10Y暫 /2にぶい費澄色粘土ブロック状に混,炭化物毘)

J20

中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
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SE1 495
1 75YR3/1黒 褐色粘土資シルト

(10YR″ 2にがい黄攪色お土ブロック状に混,演イヒ物混)

2 25YRνユ黒梱色シルト
(10YR4/2灰貧褐色砂質シルト混,酸化鉄混)

a75YR3/1黒 協色粘土質シルト

(10YM/2灰黄裾色砂質ンルトプロック状に混,綾化鉄況)

45Y5カ 灰オリーフ色砂
(5詢υ/1黒鴇色粘■質シルト混,酸化鉄漉)

52「r2/1黒 色粘土質シルト

(25GY7]暗 オリーブ灰色シルト混)

d25GYシ ユオリーブ灰色砂
(25Y2/ユ 黒色粘■ブロック状に混)

SE1 496
1■ 5VR3/ユ 黒褐色粘土質シルト
IOYR4/2仄黄褐色砂質ンルト混,酸化鉄混)

2佐 6Yttν l黒褐色粘上

(roYR5/8明赤褐色粗砂視 )

9 10YR5々 におい黄褐色砂 (酸化鉄lJL)

■5Y5/2灰オリープ色砂
(arRつ/1累IB色粘

=質
シルト混,酸化鉄混 )

地 山
Ⅳ-1 25Y″ 4浅貰色シルト

(75YRS/8切 格色砂混 )

V-2 25Yク 2灰黄色シルト

(75Yν 2灰オリーブ色シ″卜混 )

Ⅳ-3 25Yν 4に ぶい黄色ンルト
(つ うGY6/1オリーブ灰色シ,レ ト混)

W4 10YR5お 黄禍色ンルト
V-5 25Gコ /1暗オリー

'k色
ンルト

Ⅳ-6 5Y5/2灰オリーブ色砂

r6(遺物 )

第73図 中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
1.SE1495 2.SE1496

郷 θ



吻 ‐

餓
形
板

lF
′
即

)

＞

糾 翼 口 　 暑 嗣 獣 菊 ゆ 呂 師 郵 　 Ｉ Ｈ 博 師 離 � 道 国

∽ Ｄ μ 釘 〕 〕

聖
聰

削 貿 祉 　 尋 嗣 当 蒲 ¢ 吾 肺 郵
嗚 ６ ヽ

SE
1 
62
2

1 
10
YR
〃

1黒
色

ン
ル
ト
(炭

化
物

酸
化
鉄

混
)

2■
5Y
R3
/1
黒

鶴
色
粘

上
質

ン
ル
ト
(1
0Y
R4
/2
灰

黄
IB
色

砂
質
シ
ル
ト
5Y
5カ

灰
オ
リ
ー
ブ
色
砂

プ
ロ
ッ
ク
状

に
温

)

3 
10
YR
2/
2黒

禍
色

シ
ル
ト
(災

化
物

酸
化
鉄

混
)

4■
Or
R3
/ユ

黒
褐

色
粘

土
質

シ
ル
ト
(1
0Y
R4
/2
灰

黄
褐
色

砂
質

シ
ル
ト
5Y
5/
2灰

オ
リ
ー
ブ
色

砂
カ

ッ
ク
状

に
混

)

5 
10
YR
l‐

/1
黒

色
粘

上
質

シ
ル
ト
(1
0Y
Ro
/2
灰

黄
IB
色

砂
混

,炭
化

物
酸

化
鉄

温
)

6 
75
YR
17
/1
黒

色
粘
■

質
シ
ル
ト
(1
0Y
R6
ρ

灰
費
招

色
砂

混
)

77
う

YR
17
/1
黒

色
お

土
質
シ

,レ
ト
(1
0Y
W力

に
ぶ
い
黄
橙

と
粘

上
カ

ッ
ク
混

)

3 
75
YR
17
/1
黒

色
活
■
(2
5Y
V4
オ

リ
ー
プ
褐
色

砂
ブ
ロ
ッ
ク
状

に
混

,炭
化
物

酸
イヒ

鉄
混

)

9 
75
YR
I″

1黒
色

粘
土

(1
0Y
R6

/8
に

ぶ
い
黄
橙

色
砂

混
,炭

化
物

物
酸

化
鉄

混
)

ll
l 
10
YR
2/
1黒

色
粘

土
(2
5V
ツ

4オ
リ
ー
プ
編

色
砂
カ

ッ
ク
状

に
混

)

11
 2
5Y
R3
/1
黒

褐
色

粘
土

質
ン
ル
ト
(5
Y5
/1
灰

色
砂

混
)

12
■

5Y
Rν

l黒
褐

色
私

主
質

ン
ル
ト
(1
0Y
R4
/2
灰

黄
褐
色

砂
質

シ
ル
ト
5Y
5″

灰
オ
リ
ー
ブ
色
砂

洸
)

r2
0(
出

土
状

況
図

)

1:
40



第75図

SE161 0                   Ⅲ
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1■5YR17/1黒 色粘土(2う GYν lオリーブ灰色)レト
必 Y6/3にぶい黄色ンルト混 )

中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
1・ 2,SE1610
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SE41 54
1 2roY3/1黒 褐色砂質シルト(25YV3黄 褐色砂混)

2 25Vaρ 黒褐色砂質土
缶20r2/1黒 色粘質土
425Y2/1黒 色砂質ンルト(ar6/2灰 オリーブ色砂,組砂と細砂20%帝状に混)

a FOY6/2灰オリーブ色砂(25Yレ?黒褐色砂質■m%混 )

地 山
Itめ-1 25Vン 4黄褐色砂
Vわ-2 25Y6/3にぷい黄色砂
Ⅳc  5YO/2灰オリーブ色砂

第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

第76図 中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
SE4154
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鶏 諄 翻 罐 鋼 擁 瓢盤 認
i25Y3/1黒 穏色砂質と はりしまり弱
住5Y5/2灰タリ‐ブ色砂(2BYVI黒篇色砂質■10%減状に混)

&鶏 争す黒 覇 説 ェ5Y8左 黒鶴色ゆ質■影 め

と瑠 駿 盤 ゆ(25Y盟 黒神 要 ■eOF/・ El
地山
V「1 25Y5/4黄 穏色砂
Vb-2 2575/3責 穏色砂
V心ニユ 25V6/6明 費褐色砂

第77図 中尾新保谷内遺跡
SE4192
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中近世遺構実測図



第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

SE5041
125Y3/1黒褐色粘土質シ,レ ト(25Y4/6オ リー鶏 色砂 25Y5/4資 褐色砂混)

25Y5/1灰色粗砂 (25W4/1黄灰色砂混)

325Y9/1黒 褐色活質主
4 25Wνl黒色粘質■
55Y4/ユ 灰色粗砂 (25Yワ/1黒色粘質土混)

0 25Yνl黒褐色シルト
仏25Y4/2暗灰責色砂 (25Y2/1黒色砂質シルト混)

a25Y2/1黒 色砂質シルト

地 山
Vb-1 つ5Y5/3費褐色砂
Ⅳb-2 25Yν3にぶい黄色砂 (95Y5/4黄褐色粗砂市状1こ 混)

Vc 1 5Y5/1灰色細砂(5Y6/1灰 色組砂帝よに混)

Vc-9 25GY4/1暗 オリーブ灰色細砂

SES1 97
125Y3/1黒褐色粘質主 (酸化鋲混)

Z25Y3/2黒 鶴色お土質シルト しまり弱
3 25YV4黒 褐色狙砂
4ワうY6/1黄灰色粗砂 (25Y3/1黒召色粘■質シルト混)

5つ うY4/1黄灰色粗砂
6 25Yνl黒獨色砂質ンルト(25YF。/2暗灰黄色砂混)

地 山
Vb-1 25Y6/4にぶい責色砂
Ⅳb-2 2roY64/8明 黄褐色組砂
Ⅳc 1 5W5/1灰 色細砂 (ワ 5Yν2灰費色組砂帝状に混)

Ⅳc-2 25Y4/1灰色細砂

中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
1.SE5044 2,SE5197

輛一ｂ

第78図

刀 5



Ｒ
陣

|~
|

SE51 00
11∝ R2//2黒 褐色砂質シルト(IOYR6れ にぶい黄造色お土粒 ブロック状に混,炭イヒ物粒    6 10YR3/1黒 禍色砂質シルト(75YR4/3褐 色粘土質ンルト荘 /11ッ クに混,災化物

班土粒 フ
"ッ

ク状に混)                              焼土粒状に滉)

25YS/4責 褐色粗砂
多5Y6/6明費獨色砂
25Y7/3浅 黄色紅砂
25Yν6明黄褐色砂

(25Y6カ 灰黄色令状に混)

5Y6/2灰オリープ色砂

725Y2/1黒 色粘土質シルト(25Y2/ユ 黒色砂■OYR4/8にぷい黄褐色粘土粒 プロッタ状に混)

825Yノ 1黒色粘土質シルト

925Y5/2暗 仄黄色砂 (25Y2/ユ 黒色砂質主混)

1:20(1)        lmm醜 召働ゆ
…
勒 封肛渤

蜘
呻嘘呻呻　ｗｃ

餌鰤一ｂ

225Y3/1黒 褐色砂質土 (25Y2/1黒色砂質ンルト10YR4/3にぶい黄梱色お土粒
カ ック状1こ 混,友イヒ物 境土激状に混 )

3 257νl黒色粘■質シルト(2う Y2/1黒 色砂混 )

■25Yν3贈オリーブ獨色砂(25Yν l黒色猫主質シルト25Y2/1黒 色砂カ ック状に混)

5,OYR171黒 色砂質ンルト(25Y3/2黒褐色砂混)

第79図
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中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図
1, SE5100。 SK5476  2. SE5100・ SK5394  3. SE5100
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

a  6  本 7
SES374

125Y3/1黒福色砂質シルト(25Ч7/3浅 黄色粘土プロック状に混,炭化物粒状に混)

2 25Yνl黒褐色砂質シルト(25W/8渡 資色粘士位 ブロック状に混,文化物rr状 に混)

325Y4/8オリー/1FJ色 砂 (2roYν ユ黒縛色砂質主カ ック状に混)

42Wシ 1黒褐色砂質土 (炭イヒ物粒状1こ 混 )

525Y4/2暗灰黄色砂(25Yν l黒褐色砂質シルト■5Y6″ 灰オリーブ色粘上ブロック状に混,炭化物蔵状に淀)

d25V4つ 暗灰黄色砂
725Y4/4オリーブ褐色砂
8 25Yν2黒召色砂 (25Y4/2贈灰質色砂つ0%混 )

0 25Yν2黒褐色砂質■(25Y6/3に がい黄13色砂混 )

,O?うY3/2黒掲色砂(25Yン 4黄褐色砂20%混 )

1125Y3/2黒褐色砂質■ (2煎υ4に ぶい黄色粘主薙状に混)

1225Y4/2暗灰黄色砂
13 25Yν e責褐色砂

畑
ｖｂ
呻
噂
呻

2arν 4に ぶい黄色砂
5Y5/3灰オリーブ色砂
25Yνユ黄灰色砂 (25YO/6明黄召色粗砂市状に滋 )

5Y5/1F/k色細砂

創。

SE5450・ SK5451
1 10YR2/2黒褐色砂質ンルト(炭化物 焼土地状|こ 混)

225Y3/1黒禍色砂質■(25Y7狙 減黄色粘土ブロック状に混)

325Y4カ 暗灰黄色砂 (2ЫVl黒 穏色砂質主 25Y7/3浅 貨色粘土プロックポ1こ 混)

420r″ ユ黒色砂質ンルト(10YR4/3に ぶい責褐色砂 25W7/3減 黄色粘土耗 /gック状に滉,

炭化物粒状に温)

5 10YR3/1黒鶴色粘土質シルト(loYR4/3に ぶい黄鶴色砂混)

0 10YR4カ 灰黄褐色砂 (ユ OYR3/1黒 褐色砂質土カ ックkli混 )

710YR2/1黒 色砂質土
82う Y2/1黒 色お主資シルト(2Syシ9黄褐色砂常状に混)

95Y5/2灰オリープ色砂
ユαワ5Y5/2暗灰黄色砂
11つ 5Y5/3黄褐色砂(25Y3狗 暗オリープ禍色砂マープ,レ 状に混)

12 10YR4/3に ぶい黄褐色砂(1叫RV二 黒褐色砂質と佑状に混)

1325V4/1費灰色砂質シルト

2うY5/4黄褐色砂
25Y7/8浅 責色砂 (2う Y6/4にぶい黄色 lEtt lt状 に混)

25Y7/3浅 賞色砂 (2う Y6/6明 黄褐色砂質シルトユOYRν 0

黄褐色粗砂 2う Yν6黄 IB色 砂市よに混 )

25Y5/72暗 灰黄色細砂

畑
呻］呻　ｗｃ

中尾新保谷内遺跡
1. SE5374  2. SE5450

中近世遺構実測図
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